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プ
ロ
コ
ン
特
別
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー 「
新
し
い
シ
ェ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ GACHA

」
矢
野
直
子
氏 （ 

7/14 

）

入
学
式
（ 

4/2 

）

「
第
10
回
春
の
大
川
木
工
ま
つ
り
」
学
生
と
大
川
家
具
と
の
コ
ラ
ボ
製
品
を
展
示
（ 

4/13 

・
4/14 

）

古
賀
市
役
所
に
先
端
オ
フ
ィ
ス
誕
生
、
福
山
秀
親
教
授
と
学
生
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
（ 

4/10 

）

積
み
木
と
箱
「
日
本
建
築
学
会
提
案
コ
ン
ペ
」
学
生
チ
ー
ム
が
審
査
員
賞
受
賞
（ 

6/18 

）

「
〝
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
と
っ
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
未
来
の
支
持
者
で
あ
る
〞
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

前
期
・
景
観
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（ 

5/31 

・
6/14
・
7/12 

）

「
カ
イ
・
フ
ラ
ン
ク
の
魅
力
」
開
催
、
タ
ウ
ノ
・
タ
ル
ナ
氏
来
校
（ 

6/10 

）

矢
作
昌
生
教
授
、
13
回
目
の
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
受
賞
（ 

10/24 

）

九
産
大
建
築
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ vol.36 「
身
体
的
に
考
え
る
」
中
川
エ
リ
カ
氏
（ 

10/27 

）

九
産
大
建
築
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ vol.35 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  「The feeling of new

 life (
神
話
，
噂
，
秘
密)

」
高
橋
一
平
氏
（ 

6/1 

）

「
北
欧
の
灯
り
展
」
長
野
県
小
海
町
高
原
美
術
館
で
巡
回
展
（ 

9/7 

〜 

11/4 

）

「
北
欧
の
灯
り
展
」
東
京
・
新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
で
開
催
（ 

7/4 

〜 

7/30 

）

学
文
祭
（ 

5/22 

〜 

5/26 

）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（ 

7/28 

）

小さなことでも、大きなことでも、みんなのアイデアで私たちの住環境をより良くしま
しょう。〈住居・インテリア〉〈建築〉〈地域・コミュニティ〉の領域を対象に、どの部分でも、
どのような側面からでも結構です。日本国内の高等学校に在籍する生徒であれば、どな
たでも参加できます（高等専門学校は除く）。図面等を用いて設計提案する「設計部門」と、
スケッチやダイアグラムでアイデアを表現する「アイデア部門」のどちらかを選択し、
挑戦してください。多くの高校生のフレッシュなアイデアをお待ちしています。

九 州 産 業 大 学  第 ２ 回  建 築 都 市 工 学 部
全 国 高 等 学 校 プ ロ ジ ェ ク ト コ ン テ ス ト
■グランプリ賞品：12万円相当
■応募締切：2019年9月2日

香
椎
祭
（ 

11/1 

〜 

11/3 

）

「〝
エ
コ
デ
モ
〞
を
さ
ら
に
考
え
る―

『
ま
ち
が
人
の
心
に
触
れ
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
』

                                     

　
　
　
　
を
め
ぐ
っ
て
」
後
期・
景
観
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催（ 

10/18 

・
11/5
・
12/24 

）

九
産
大
建
築
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ vol.37 「
建
築
の
両
義
性
／
転
用
建
築
論
」
古
澤
大
輔
氏
（ 

12/21 

）

「
第
２
回
九
州
木
質
建
物
構
造
展
」に
て
『
一
間
の
お
茶
堂
』
を
展
示
（ 

1/18
・
1/19 

）

小
泉
隆
教
授
「
ア
イ
ノ
と
ア
ル
ヴ
ァ
　
二
人
の
ア
ア
ル
ト
が
生
き
た
時
代
」

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

竹
中
工
務
店
東
京
本
店
に
て
講
演
（ 

1/17 

）

山
下
三
平
教
授
「
窯
元
の
風
景
／
訪
問
者
の
景
観
：
小
鹿
田
と
小
石
原
の
事
例
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

佐
賀
大
学
肥
前
セ
ラ
ミ
ッ
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
講
演
（ 

1/11 

）

講
習
会
「
伝
統
構
法
私
流
」
古
川
保
氏
、
宮
本
繁
雄
氏
（ 

11/10 

）

「
第
17
回
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
案
発
表
会
」
に
て
学
生
佳
作
入
賞
、
研
究
助
成
金
を
獲
得
（ 

11/30 

）

講
習
会
「
子
育
て
環
境
と
し
て
の
建
築
」
富
田
玲
子
氏
（ 

11/9 

）

「
九
州
発
北
欧
展2019

」
北
欧
チ
ャ
リ
テ
ィ
ーCafe 

in 

香
椎
祭
（ 

11/1 

〜 

11/3 

）

「
全
国
高
等
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
発
表
お
よ
び
審
査
会
開
催
（ 

11/3 

）

「
九
州
発
北
欧
展2020

」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
幸
せ
』
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （ 

1/25
・
2/8
・
2/15
・
2/23 

・
3/15 

）

学
位
授
与
式
（ 

3/18 

）
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建築都市工学部の紹介



5

建築都市工学部の紹介



建築構造・材料

コンクリート系構造物の
応力伝達機構に関する研究

教授
UCHIDA KAZUHIRO
内田　和弘

教授
NARAHASHI HIDEMORI
楢橋　秀衞

教授
HANAI NOBUAKI
花井　伸明

教授
HITAKA KEIICHIRO
日髙　圭一郎

教授
YAHAGI MASAO
矢作　昌生

准教授
TOMITA HIDEO
冨田　英夫

准教授
FUKAGAWA KENTA
深川　健太

准教授
FUNAKOSHI MASAHIRO
船越　正啓

准教授
KANG WOOJA
姜　優子

研究分野

研究テーマ

自然災害科学・防災学
地震工学・維持管理工学
構造工学・建築構造・材料

建築災害の分析および
被害低減の方策

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

鉄筋コンクリート造建物の
安全性に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

景観まちづくり
防災まちづくり

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
建築史・意匠

建築空間に関する研究および
設計活動

研究分野

研究テーマ

建築史・意匠

ドイツ近代建築史

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備

人体の温冷感に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

高齢者居住に関する研究

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

建築の耐震構造に関する研究

研究分野

研究テーマ

6

教員紹介　｜　建築学科



建築学科の取組みや特徴

■経験豊富な講師陣による充実した専門教育
■実践型の教育カリキュラム
■高い就職先の質と就職率
　住宅をはじめ、文化施設、高層ビル、建築遺産、
街、地域、都市環境など、領域が幅広いのが建
築学です。そこで安全性や耐久性を学ぶ「構造・
生産系」、空間の快適性や省エネを学ぶ「環境・
設備系」、デザインや空間の機能性を学ぶ「計画・
歴史系」の 3 つの専門的視点から、体系的にア
プローチします。各分野の考え方や相互の関係
を学修し、建築業界あらゆる分野で輝ける多様
なエンジニアを育成します。

[各系の特徴 ]
■構造・生産系
●ｺﾝｸﾘｰﾄ系構造物の応力伝達機構に関する研究
●鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の安全性に関する研究
●建築災害の低減・防止に関する研究
●建築物の耐震設計・耐震改修に関する研究
■環境・設備系
●生活空間の快適性に関する研究
■計画・歴史系
●まちづくりと都市政策
●居住計画に関する研究
●建築の歴史の研究
●確かな設計能力を身に付ける実践教育

[４年間の学びの流れ ]

建築構造・材料

コンクリート系構造物の
応力伝達機構に関する研究

教授
UCHIDA KAZUHIRO
内田　和弘

教授
NARAHASHI HIDEMORI
楢橋　秀衞

教授
HANAI NOBUAKI
花井　伸明

教授
HITAKA KEIICHIRO
日髙　圭一郎

教授
YAHAGI MASAO
矢作　昌生

准教授
TOMITA HIDEO
冨田　英夫

准教授
FUKAGAWA KENTA
深川　健太

准教授
FUNAKOSHI MASAHIRO
船越　正啓

准教授
KANG WOOJA
姜　優子

研究分野

研究テーマ

自然災害科学・防災学
地震工学・維持管理工学
構造工学・建築構造・材料

建築災害の分析および
被害低減の方策

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

鉄筋コンクリート造建物の
安全性に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

景観まちづくり
防災まちづくり

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
建築史・意匠

建築空間に関する研究および
設計活動

研究分野

研究テーマ

建築史・意匠

ドイツ近代建築史

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備

人体の温冷感に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

高齢者居住に関する研究

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

建築の耐震構造に関する研究

研究分野

研究テーマ
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建築学科　｜　学科の特色



教授
KITAYAMA HIROKI
北山　広樹

教授
SHIRAKAWA TOSHIO
白川　敏夫

教授
FUKUYAMA HIDECHIKA
福山　秀親

准教授
ISAMI YASUHIKO
諫見　泰彦

准教授
KAGAWA HARUMI
香川　治美

准教授
MATSUNOO YOSHIMI
松野尾　仁美

准教授
SHINANO YASUHIRO
信濃　康博

助教
YOSHIMURA YUKI
吉村　祐樹

建築環境・設備
都市・建築環境工学

都市・建築における快適環境の
形成とエネルギー有効利用に関
する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
デザイン学

建築・インテリア領域における
空間デザイン、北欧の建築・
デザイン

教授
KOIZUMI TAKASHI
小泉　隆

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

鉄筋コンクリート構造物の耐久
性とその評価方法に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
デザイン学

商環境デザインに関する研究、
非専用住居（生産を伴う住居）
に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
産業技術教育学

いえづくり教育用の教材開発研
究、市民参画型のまちづくり実
践研究

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備
衣・住生活学
教育工学

快適で健康的な居住環境デザイ
ンのための教育・研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
衣・住生活学
福祉工学

居住地選好及び居住ライフス
タイルに関する研究、福祉住
環境に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

既存ストックの再生・活用・
リノベーションに関する研究

研究分野

研究テーマ

デザイン学

和紙を用いた照明器具の
研究・デザイン・制作

研究分野

研究テーマ
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教員紹介　｜　住居・インテリア学科



教授
KITAYAMA HIROKI
北山　広樹

教授
SHIRAKAWA TOSHIO
白川　敏夫

教授
FUKUYAMA HIDECHIKA
福山　秀親

准教授
ISAMI YASUHIKO
諫見　泰彦

准教授
KAGAWA HARUMI
香川　治美

准教授
MATSUNOO YOSHIMI
松野尾　仁美

准教授
SHINANO YASUHIRO
信濃　康博

助教
YOSHIMURA YUKI
吉村　祐樹

建築環境・設備
都市・建築環境工学

都市・建築における快適環境の
形成とエネルギー有効利用に関
する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
デザイン学

建築・インテリア領域における
空間デザイン、北欧の建築・
デザイン

教授
KOIZUMI TAKASHI
小泉　隆

研究分野

研究テーマ

建築構造・材料

鉄筋コンクリート構造物の耐久
性とその評価方法に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
デザイン学

商環境デザインに関する研究、
非専用住居（生産を伴う住居）
に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
産業技術教育学

いえづくり教育用の教材開発研
究、市民参画型のまちづくり実
践研究

研究分野

研究テーマ

建築環境・設備
衣・住生活学
教育工学

快適で健康的な居住環境デザイ
ンのための教育・研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画
衣・住生活学
福祉工学

居住地選好及び居住ライフス
タイルに関する研究、福祉住
環境に関する研究

研究分野

研究テーマ

都市計画・建築計画

既存ストックの再生・活用・
リノベーションに関する研究

研究分野

研究テーマ

デザイン学

和紙を用いた照明器具の
研究・デザイン・制作

研究分野

研究テーマ
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住居・インテリア学科　｜　学科の特色



生態学・緑化工学

自然環境の保全・再生・修復
および創出

教授
UCHIDA TAIZO
内田　泰三

フェロー教授
HADANO KESAYOSHI
羽田野　袈裟義

教授
HAYASHI YASUHIRO
林　泰弘

教授
MATSUO EIJI
松尾　栄治

教授
YAMASHITA SAMPEI
山下　三平

准教授
OKUMURA TORU
奥村　徹

准教授
YOKOTA MASAKI
横田　雅紀

研究分野

研究テーマ

水工水理学

密度流の水理、波力エネルギー変換、
堰と水門の水理、液膜式曝気による
貧酸素対策、 理工系数学教育に関す
る研究

研究分野

研究テーマ

地盤工学

発生土
廃棄物の地盤工学的有効利用

研究分野

研究テーマ

土木材料・施工
建設マネジメント
コンクリート構造工学

軽量コンクリート部材の
開発に関する研究など

研究分野

研究テーマ

土木環境システム

分散型水管理社会の構築に関す
る研究、陶芸の里の文化的景観
の計画と管理に関する研究

研究分野

研究テーマ

耐震工学
構造工学

設計の想定を超える規模の地震作
用に対する橋梁全体系の崩挙動特
性の解明とその評価法の確立

研究分野

研究テーマ

講師
YAMADA TADASHI
山田　忠

社会システム工学
安全システム
自然災害科学

災害対応及び対策の実証的研究

研究分野

研究テーマ

水工水理学
海岸工学

沿岸域の防災と海域の利用
に関する波や流れの研究

研究分野

研究テーマ
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教員紹介　｜　都市デザイン工学科



4 つのキーワード 

土木工学における基礎知識を学んだ上で，「土

木デザイン」，「都市防災」，「まちづくり」，「環境

緑化」の 4分野を軸に実践的能力を身につけ，安

心・安全で美しく，自然に配慮した都市を建設す

る能力を有する技術者を育成します。さらに，都

市防災に関する内容や科目の充実と都市防災専

門の教員の配置で，ハード面・ソフト面から都市

防災を学べるカリキュラムを設定しています。 

 

学科概要 

近年多発する豪雨や巨大地震などへの備え，

2020年東京オリンピックや 2025年大阪・関西万

博に向けたさらなる開発，老朽化した施設の維持

管理，少子高齢化社会への対応，自然との共生，

低炭素社会など，今後のわが国の社会基盤整備に

求められる課題はますます多様化しています。そ

こで都市デザイン工科では，既述のように「土木

デザイン」，「まちづくり」，「都市防災」，「環境緑

化」の 4分野を軸に，「安心・安全で美しく，自然

に配慮したまち」を計画・設計・施工するための

技術を学修します。 

本学科が提供する教育プログラムは，JABEE（日

本技術者教育認定機構）の認定を受けております。

これは，本学科の教育プログラムが国際的に通用

するレベルにあることを示し，プログラム修了生

には「技術士補」と同等の資格が授与されます。

また，卒業と同時に「2級建築士・木造建築士」

が受験できること，「測量士補」や「環境再生医初

級」の資格を取得できることなども本学科の大き

な特徴であり，これらの資格は，社会での活躍の

場をより一層ひろげてくれることでしょう。その

他，本学科には，2 級土木施工管理技士，2 級建

築施工管理技士，2級造園施工管理技士，2級管 

工事施工管理技士，2級ビオトープ管理士などの

技術者資格を，最短で取得できる体系的なカリキ

ュラムも導入されています（下記の「目指せる資

格」参照）。 

 

ここで学ぶ理由 3 つのポイント 

その 1 住みよい都市を建設する技術者を育成 

その 2 専門分野をいかせる業種への高い就職率 

その 3 大規模災害に備えた都市防災教育の充実 

 

目指せる資格 

技術士（一次試験免除），施工管理技士（2級の学

科試験は在学時に受験可），環境再生医（登録申

請），測量士補（登録申請），ビオトープ管理士（一

部試験免除），高等学校教諭一種免許状（工業），

二級建築士（受験資格）など 

 

実社会で活躍する分野 

 都市デザイン工学科で学位を取得後，就職して

実社会で活躍する分野は，多岐にわたります。 

職種からみてみると，官公庁の公務員（公団職

員を含む），民間企業の技術職（技術者）および営

業職，自営業，教員（高校教諭・教授など）に大

別されます。 

分野では，官公庁（国土交通省・都道府県・市

町村・警察・消防など），民間企業（建設コンサル

タント業・建設業・住宅/不動産会社・高速道路会

社・鉄道会社・電力会社・建設関連の製造/販売/

サービス業・環境コンサルタント・造園業・その

他）および学校（大学・高校教員）が挙げられま

す。 

また，学位を取得後，さらに専門的な知識を身

につけたい学生には，大学院進学への道も開かれ

ています（別添の「進路実績紹介」参照）。 
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都市デザイン工学科　｜　学科の特色



■内田研究室 

 安全な構造物を作るためには，構造物のことを

もっとよく知る必要があります。内田研究室では，

様々な力を受ける構造物や構造部材の挙動を解

析的に明らかにすることが大きなテーマです。 

 内田研究室では，解析手法として，構造設計に

も利用される構造解析や材料レベルからモデル

化を行う有限要素法解析（FEM 解析）を用いま

す。３年生でゼミ配属になると，有限要素法の勉

強を開始します。ゼミでは毎回，プレゼン形式で

輪講を進めます。４年生になると，研究室会議で，

毎週の研究の進捗状況をプレゼン形式で報告し，

みんなでディスカッションします。内田研究室で

はプレゼンに次ぐプレゼンです。また，３年生歓

迎会に始まり，４年生の卒研の節目節目に，その

他，夏合宿，最終発表会，最終提出，追い出しコ

ンパと，飲み会に次ぐ飲み会です。とても充実し

た２年間を送ることができます。 

 
2019夏合宿 

■楢橋研究室 

地震防災の研究をしています。耐震建築が建築

物の被害予防を目的とするのに対して、不幸にし

て災害が起きてもできるだけ被害を低減するこ

とが必要で、地震防災にはそうした役割がありま

す。 

地震被害は「ひと」、「もの」、「こと」の上に起

きます。「こと」の被害というのは、人間の活動が

できなくなることです。人間の寸法に比べて建築

物はかなり大きいですが，地震現象とその災害は

比べものにならないほど巨大となることがあり，

「こと」の被害を想像することが難しいので、た

とえ話をします。 

右図は、樹木を上から見たもので、樹状構造と

いわれます。外周の枝の先端部分を地方の町、中

心の幹を首都圏や国と見なし、その間のどこかが

災害で断ち切られたとすると、先端に養分が届か

なくなり衰弱するでしょう。日本の社会は樹状構

造に似た仕組みでできているため、地震に対して

「こと」の被害を起こし易いのです。 

人間の身体が傷を受けたとき、周囲の組織が修

復を助けます。地震のとき、そのような働きが枝

の 先 端 部 分 の

町々に自然に生

まれるにはどう

したら良いでし

ょう。地震防災は

国づくりの問題

でもあります。 
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建築学科　｜　内田研究室・楢橋研究室研究室紹介　｜　建築学科



■花井研究室 

鉄筋コンクリート造は，建物のさまざまな構造

種別の中でも主要な構造のひとつです。また，地

震国・日本において，地震に強い建物を造ること

は重要な課題です。花井研究室・コンクリート系

構造ゼミナールでは，鉄筋コンクリート造の建物

について，建物を構成する部材や接合部の加力実

験を通じて，設計法や性能評価方法について研究

しています。 

これらの研究成果は，日本建築学会「鉄筋コン

クリート構造計算規準」といった建物の設計基準

に反映されています。 

また，企業と共同で，鉄筋コンクリート造の建

物の新たな耐震補強工法の開発にも取り組んで

います。 

  

 

■日髙研究室 

日髙研究室は、都市計画を専門とする研究室で

す。1999 年度に開設されました。1999～2006 年

度までの 8 年間は、CAD や CG によるコンピュ

ータ支援によるビジュアライゼーションを主な

研究テーマとし、その活動の中では、景観研究セ

ンターとの連携により、小型 CCD カメラを活用

したシュノーケルカメラシステムの開発等を行

ってきました。 

 その後は、『景観まちづくり』や『防災まちづく

り』をテーマとした都市計画研究を軸にして卒業

論文等の指導を行っています。近年の卒業論文等

では、『景観まちづくり』研究として「景観法制定

前後の景観形成基準の変化に関する研究」「絵に

なる景観の視点場環境に関する研究 -筑後画壇

の描いた風景画を事例として-」等、「防災まちづ

くり」研究として「地域による地震災害予防・減

災活動に関する研究」、天神地区等のエリアマネ

ジメント組織との共同研究として「エリア防災の

推進に関する研究」、「雨水貯留浸透技術を活用し

た分散型水管理による防災まちづくり」等の研究

に取り組んでいます。 
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建築学科　｜　花井研究室・日髙研究室 研究室紹介



■矢作研究室 

建築デザイン・設計を専門分野とする研究室で

す。実践教育を主眼としており、課題や研究活動

においても、学生の提案内容が実際の社会でどの

ような意義があるのか、あるいは実現可能である

のか等、意識して指導を行なっています。３年次

のゼミでは、実在する地域を、歴史、経済、都市

計画、人口分布、文化、社会的課題、地域住民の

生活スタイル等、多角的にリサーチして、どのよ

うな建築的な提案が街を活性化したり魅力的に

できるのか、徹底的に議論を行います。一方、建

築家を一人選択して、作品や思想を調べて議論を

行なったり、建築家の住宅作品を 1/50 の精巧な

模型を製作するなかで、その建築家が意図したこ

とを読み解いたり、実践的な修練を行います。 

そのような修練の集大成として行う「卒業設計」

では、学内の評価にとどまらず、「Fukuoka Design 

Review」、「せんだいデザインリーグ卒業設計日本

一決定戦」などの全国規模の大会に出場し、毎年、

優秀な成績を収めています。 

 

2016年 SDL 卒業設計日本一決定戦 日本二位 

■冨田研究室 

冨田英夫研究室（建築歴史ゼミナール）では、

近代の建築・都市理念の地球規模での影響関係に

注目し、つぎの［1］［2］［3］をメインプロジェク

トとして研究しています。 

［1］20 世紀ドイツの建築芸術学校バウハウス

の教師・卒業生たちの地球規模での建築・都市設

計にかんする研究 

［2］中世・近世・近代のドイツ語圏地域におけ

る曲線・曲面を使った建築形態の CG を用いた形

態分析（例えば、ドイツ後期ゴシックの反転曲線

リブの形態やフライ・オットーのグリッド・シェ

ル構造の形態など） 

［3］日本人建築家第一世代（とくに九州出身の

辰野金吾、曽禰達蔵）の建築手法の研究 

［1］バウハウス研究の実績 

 
「マルセル・ブロイヤーの家具」展 

（東京国立近代美術館ほか、2017）建築部門へ

の協力（カタログ執筆、住宅作品選定監修、お

よび配置図兼平面図のトレース） 
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建築学科　｜　矢作研究室・冨田研究室研究室紹介



■深川研究室 

私の研究室では建築環境工学を専門に研究活

動に取り組んでいます。具体的には、屋内外の環

境について温冷感の観点から研究しています。 

 また、ゼミでは研究活動の一環で、毎年夏季に

シンガポール（写真上）やタイ（写真下）に渡航

し、現地の大学と交流活動を行っています。これ

は、学生時代に少しでも多くの経験をして視野を

広げてほしいと考えたことがきっかけです。参加

した多くの学生はこの体験がきっかけで海外に

より興味を持つようになった様子でした。 

 4年間は長いようであっという間に過ぎていき

ます。そのため、ゼミ生には少しでも多くの経験

ができるよう、何事にも好奇心をもってチャレン

ジしてもらいたいと考えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■船越研究室 

今日の高齢社会の進行に伴い高齢者が誰とど

のように住まうかは重要な課題です。本研究室は、

近居、隣居、同居など親子の居住関係を基軸とし

た高齢者居住について研究を行っている居住計

画研究室です。 

本学科では３年次から１研究室当たり７～８

名の研究室所属となり、同学年から卒業研究の導

入教育をゼミナール形式で行っています。 

 ３年前学期の建築学特論Ⅰでは、建築技術者と

しての眼を養うひとつとして 20 世紀の名建築に

ついて学び、そのまとめとして関心のある建築に

ついて発表・討論を行っています。また、高齢者

居住および建築計画研究のための調査・分析方法

について学んでいます。 

３年次後学期の建築学特論Ⅱでは、日本住宅の

変化・発展および多様化する高齢者居住について

学び、そのまとめとして親子二世帯居住の住宅設

計を行っています。 

 卒業研究は、卒業研究履修生各々が興味・関心

のあるテーマに取り組んでいます。そのため居住

施設、公共施設、福祉施設、福祉政策、都市景観

等々バラエティーに富んでいます。 

 卒業後の進路は、大和ハウス工業(株)、ミサワ

ホーム九州(株)などの住宅メーカーおよび松尾

建設(株)などの建設

会社の設計部などに

就職しています。 

シンガポールにて（ガーデンズバイザベイ） 

タイにて（エメラルド寺院） 
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■姜研究室 

巨大地震に対して備えるためには，新築建築物

の耐震設計の高度化だけではなく，既存建築物の

耐震性能を評価して適切な対応をすることも重

要な課題となります。耐震構造ゼミナールでは，

新築建築物の耐震設計法，新構法の開発，既存建

築物の補強方法などを研究しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・耐震壁中間梁のせん断強度に関する研究 

・有開口耐震壁の圧力場を考慮した耐力評価式の

提案 

・W-Eco SYSTEM：省資源・長寿命化を目指した

小型 PCaパネル打ち込み型枠構法の開発 

・中村式鉄筋コンクリート造建築の調査・記録お

よび解析 

・デザインの保護を重視した近代建築の耐震補強

の方法と近代遺産の保存活用 

・九州における現存する鋼構造物の資料調査 

 

←門司赤煉瓦プレイスをはじめ，福岡や北九州な

どのまちづくりの活動に参加し，保存・活性化の

お手伝いなどもしています。 
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北山研究室 

建築や都市の環境・設備分野が専門の研究室で
す。快適でエコな環境形成は大切な命題ですが、
研究室では “Think Globally, Act Locally” を合言
葉に、様々な空間スケールでの快適環境形成を目
指して課題に取り組んでいます（図１参照）。 
卒業研究の紹介 

2019 年度は 7 名の 4 年生が卒業研究に取り組
み、卒業論文が 4 テーマでした。「床冷暖房とエア

コンを併用した居室の温熱環境に関する研究」では、
床冷暖房とエアコンを備えた 6 畳程度の住宅居
室を実験室に再現し、それぞれを利用した場合と
併用した場合の快適性を、温熱指標である PMV
によって評価しました。昨年に引き続き、冷房時
と暖房時で評価を行い、併用すると心地よい環境
が形成されること、また、冷房や暖房の使い始め
はエアコンを、その後は床冷暖房を主として併用
すると良いことも確認できました。  

「公立小学校における空調設備の導入と教室環

境の実態調査」では、エアコンが設置された教室

での⻑期観測から、冷暖房の使われ⽅や使用時の
環境の様子を確認しました。冷房の利用で、暑い
教室は適正な温湿度に維持されています。寒い冬
も温度は適正に維持されますが、空気は乾燥して
います。また、換気設備がない教室では、窓や扉
を閉めた状態でエアコンを使用すると、室内の二
酸化炭素濃度は上昇し環境基準値を大きく超え
る時間もあり、暖房時のほうがより顕著なでした。
家庭でも同じですが、窓を開けて換気することが
前提となっていますが、その必要性が十分に認識
されていないようでした。 

このほかにも、高齢者施設でのバイオフィリック

デザインに注目した調査、福岡県下の企業の環境へ

の取り組みの調査を行いました。 
卒業後の進路 

研究室の OB、OG は 300 名ほどいますが、多
くは専門設備工事業（サブコン）や総合建設業（ゼ
ネコン）で活躍しています。今年も、大手のサブ
コンをはじめ、総合建設・デベロッパー、コンサ
ルタントへ内定、全員が社会人として巣立つこと
になって、とても嬉しいですね。  北山 広樹 

図 1 研究対象のスケールと環境問題 
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白川研究室 

 
担当科目 

住宅構法概論，建築材料，環境構造実習，材料
構造実験など 
研究室の専門分野 

本研究室は，住宅や建物がどのよう作られて
いるか、その仕組みや使用される材料の性能な
どを専門分野としています。研究内容としては，
鉄筋コンクリート構造物の耐久性予測，補修補
強材料の評価，新たな仕上げ材料の開発などを
行っています。 

現在行っている研究の一部について研究の背
景とその内容を紹介します。 

現在、多くの建物が存在し、また、建設されて
います。その一例として、マンションを例に図
１に示します。図１は国土交通省より公表され
ているマンションの新規供給⼾数とストックを
示しています。左の軸が新規供給⼾数を、右の
軸がストックを現しています。昭和三十七年に
建物の区分所有等に関する法律が制定され、平
成⼆十一年までに毎年十万から⼆十万⼾供給さ
れ、六百万⼾弱のマンションのストックがあり
ます。 

図 2 は総務省統計局より公表されている日本
の人口推移と将来人口です。日本の人口は、2008
年をピークに減少し始めており、2100 には 2008
年の約半分の 6000 万人になると予想されてい
ます。 

以上のように、毎年マンションのストックが
増える一方、人口は減少しているのが現状です。
人口が減るのですから、今後新規供給⼾数は減
ってくることは容易に予測されますが、既に建
設されたマンションは維持管理し、⻑く使用す
ることが必要となってきます。 

国土交通省より公表されている建築土木分野
で使用される工事額の推移によりますと、現在
五十五兆円程度が建設工事に使用されています
が、28％が維持修繕工事に使用され、その割合
は年々増えてきています。 

維持修繕工事を行うには、建築物の骨組み部
分の劣化程度（耐久性）を診断することが必要
となってきます。 

以上の事を背景に、研究室では非破壊で建物
の劣化状況を判断することができる「表面吸水
試験装置」を新たに開発し、その有用性を検証
しています。 

一般に、建物を診断する場合、建物の一部を
壊して、劣化状況を判断するのですが、この装
置は、非破壊で建物の劣化状況を判断すること
ができる装置です。 

白川 敏夫 
 

 
図１ マンションの新規供給⼾数とストックの推移 

 
図 2 日本の総人口推移 
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小泉研究室

インテリア・住宅・建築などを対象とした空
間デザインに関する研究とその実践活動を主た
る専門とする研究室です。近年は、北欧の建築
やデザインの研究に力を入れています。また自
然光や人工光による空間演出の研究は、長い期
間継続して行ってきているものです。
　研究室では、学生が自主的に熱意をもって研
究・実践活動を行える環境を目指しています。

［学生の活動］
（１）2019 年度「卒業研究論文」の題目
・日本の照明器具の変遷に関する研究
〜関係文献・建築家の住宅作品・カタログ調査
を通して〜
・採光と照明に着目した北欧の図書空間に関す
る事例研究
・北欧の図書館で提供されるサービスとその提
供空間に関する事例研究
・鉄道高架下空間の活用事例調査及び福岡市の
高架下空間の現況調査
・山口県宇部市旧楠町における買い物弱者の現
況及び意識調査［「奨励賞」学科内受賞］　
・九州北部豪雨で被災した福岡県朝倉市への調
査を主とした避難所の照明に関する研究
・キッチンにおける包丁切り作業のしやすい調
理台高さに関する評価実験研究

（２）2019 年度「卒業研究設計」の題目
・博多部における歩行者専用エリア化　－ひ
とを主役としたプレイスメイキング－

［「金賞」学科内受賞、『近代建築』掲載、「全国大学・
高専卒業設計展示会」出展］

［小泉の活動］
（１）北欧の建築・デザインに関する書籍・論考

近年の書籍や論考を記す：
・「アアルトの言葉と住宅」
　『住宅建築』2019 年 6 月号巻頭論文
・日本建築学会「アルヴァ・アアルト生誕 120 周

年記念 国際シンポジウム＆展覧会 」2019/3/16　
　寄稿及び写真・映像提供
・『北欧の照明　デザイン＆ライトスケープ』 
　単著 （学芸出版社、2019 年）
・『アルヴァ・アールトの建築　エレメント＆ディ　

テール』 単著 （学芸出版社、2018 年）
・『北欧モダンチャーチ & チャペル 聖なる光と
　祈りの空間 (World Architecture) 』単著
　 （バナナブックス、2017 年）
・『北欧の建築　エレメント＆ディテール』 単著　
　（学芸出版社、2017 年）　

（２）「北欧の灯り展
          〜照明デザインから見る灯りの文化〜」
　北欧の灯りの文化や、照明器具を形作ってい
る思想、歴史、構造などにスポットをあてた下
記の箇所での巡回展を小泉隆研究室と日本フィ
ンランドデザイン協会との共催で行いました。
・2019/7/4―7/31　新宿リビングセンターオゾン
・2019/9/7―11/3　長野県小海町高原美術館
（３）講演等

北欧系イベントで主に次の講演等をしました。
・2019/5/28　九州産業大学
「デザインと暮らし〜タウノ・タルナ氏を囲んで」
モデレーター     （＊以下は、全て講演）
・2019/5/11　青森県立美術館
　「フィンランドの風土とアアルト建築の光」
・201/7/5　新宿リビングセンターオゾン
　「北欧の灯り
　　〜ヘニングセンとアアルトの照明デザイン」
・2019/9/8　小海町高原美術館
　「北欧の灯りの文化と照明デザイン」
・2019/12/9 ルイスポールセン・六本木ショールーム
　「北欧の照明」
・2019/12/10　豊洲文化センター
　「アアルトの建築・家具・照明」
・2019/12/11　アルテック・ストア（表参道）
　「北欧の灯り」
・2020/1/17　ギャラリーエークワッド（東陽町）　
　「アイノとアルヴァ二人のアアルトが生きた時代」　

小泉 隆 

△最近、出版した書籍 △北欧の灯り展、新宿リビングセンターオゾン △同、小海町高原美術館
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小泉研究室

インテリア・住宅・建築などを対象とした空
間デザインに関する研究とその実践活動を主た
る専門とする研究室です。近年は、北欧の建築
やデザインの研究に力を入れています。また自
然光や人工光による空間演出の研究は、長い期
間継続して行ってきているものです。
　研究室では、学生が自主的に熱意をもって研
究・実践活動を行える環境を目指しています。

［学生の活動］
（１）2019 年度「卒業研究論文」の題目
・日本の照明器具の変遷に関する研究
〜関係文献・建築家の住宅作品・カタログ調査
を通して〜
・採光と照明に着目した北欧の図書空間に関す
る事例研究
・北欧の図書館で提供されるサービスとその提
供空間に関する事例研究
・鉄道高架下空間の活用事例調査及び福岡市の
高架下空間の現況調査
・山口県宇部市旧楠町における買い物弱者の現
況及び意識調査［「奨励賞」学科内受賞］　
・九州北部豪雨で被災した福岡県朝倉市への調
査を主とした避難所の照明に関する研究
・キッチンにおける包丁切り作業のしやすい調
理台高さに関する評価実験研究

（２）2019 年度「卒業研究設計」の題目
・博多部における歩行者専用エリア化　－ひ
とを主役としたプレイスメイキング－

［「金賞」学科内受賞、『近代建築』掲載、「全国大学・
高専卒業設計展示会」出展］

［小泉の活動］
（１）北欧の建築・デザインに関する書籍・論考

近年の書籍や論考を記す：
・「アアルトの言葉と住宅」
　『住宅建築』2019 年 6 月号巻頭論文
・日本建築学会「アルヴァ・アアルト生誕 120 周

年記念 国際シンポジウム＆展覧会 」2019/3/16　
　寄稿及び写真・映像提供
・『北欧の照明　デザイン＆ライトスケープ』 
　単著 （学芸出版社、2019 年）
・『アルヴァ・アールトの建築　エレメント＆ディ　

テール』 単著 （学芸出版社、2018 年）
・『北欧モダンチャーチ & チャペル 聖なる光と
　祈りの空間 (World Architecture) 』単著
　 （バナナブックス、2017 年）
・『北欧の建築　エレメント＆ディテール』 単著　
　（学芸出版社、2017 年）　

（２）「北欧の灯り展
          〜照明デザインから見る灯りの文化〜」
　北欧の灯りの文化や、照明器具を形作ってい
る思想、歴史、構造などにスポットをあてた下
記の箇所での巡回展を小泉隆研究室と日本フィ
ンランドデザイン協会との共催で行いました。
・2019/7/4―7/31　新宿リビングセンターオゾン
・2019/9/7―11/3　長野県小海町高原美術館
（３）講演等

北欧系イベントで主に次の講演等をしました。
・2019/5/28　九州産業大学
「デザインと暮らし〜タウノ・タルナ氏を囲んで」
モデレーター     （＊以下は、全て講演）
・2019/5/11　青森県立美術館
　「フィンランドの風土とアアルト建築の光」
・201/7/5　新宿リビングセンターオゾン
　「北欧の灯り
　　〜ヘニングセンとアアルトの照明デザイン」
・2019/9/8　小海町高原美術館
　「北欧の灯りの文化と照明デザイン」
・2019/12/9 ルイスポールセン・六本木ショールーム
　「北欧の照明」
・2019/12/10　豊洲文化センター
　「アアルトの建築・家具・照明」
・2019/12/11　アルテック・ストア（表参道）
　「北欧の灯り」
・2020/1/17　ギャラリーエークワッド（東陽町）　
　「アイノとアルヴァ二人のアアルトが生きた時代」　

小泉 隆 

△最近、出版した書籍 △北欧の灯り展、新宿リビングセンターオゾン △同、小海町高原美術館
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　デザイン考察対象領域は、
01. 非生産空間（一般的には、住宅）
02. 生産空間（オフィス・商業施設など）
03.プロダクトとしての家具(商品としての家具)
に及びます。
　現在、我々の多くは、「高度消費社会（超現代
社会）」そして「高度情報社会」に移行している
と考えられています。近代社会、現代社会から
超現代社会・高度情報社会へと移行してる中で、
私たちの暮らしにおける現象や意識、関係の変
化に着目し、その環境の新しいデザインのあり
方を探求して行きます。
　活動の方針として、具体的な事例や案件に取
り組むことを掲げています。
　その事例として、古賀市水道課のオフィスの
環境デザインに取り組んでいます。働き方改革
や、市民サービスに対する改革に向けて公共サー
ビス事業の環境デザインはどのような可能性が
あるかを模索しています。2019 年 4 月 1 日に、
ゼミ生を中心とした環境デザイン案が実施され
使用が始まっています。その環境の使用状況調
査を行い、環境空間における設計・計画と使用
状況の関係の研究へ進めています。
　もう一つの事例は、福岡市の中心部に位置す
る川端通商店街の一角にある店舗併用住宅を宿
泊施設へと用途変更する設計に取り組んでいま
す。町家形式が残る該当建築だけでなく、商店
街全体やその周辺を対象にデザイン・サーヴェィ

を実施中です。歴史的コンテクストや周辺地域
のコンテクストを読み取りながら環境デザイン
設計に繋げていく手法を模索しています。この
案件も実施・施工を前提にしており、事業主体
が外資系ファンド会社であることから、事業ス
キームが高度に設定されており、そのスキーム
と環境デザインの関係の研究として取り組んで
います。
　さらに、大分県久住で始まるウィスキー蒸留
所のブランディングの実施への取り組みもス
タートしました。この蒸留所から商品が市場に
出るには 3 年ほどの熟成期間が必要です。その
期間に商品ブランディングと地域ブランディン
グを重ねた新しいブランディング手法に取り組
んでいます。　　　　　　　　　　  福山 秀親
秀親

川端通商店街・現況

古賀市上下水道課環境デザイン

福山研究室

商環境デザインゼミナール
商環境デザインゼミナールという研究室の名称
です。「商環境」とは、私たちの生活を家族の関
係など閉じたものとして考えるのではなく、社
会や経済、ビジネスの基盤の上で生じる関係と
その環境としての建築空間を意味しています。
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して、リノベーションの整備を行うものです。
この事業では消防団格納庫兼集会所（写真１）

への提案が課されましたが、基山町への移住を 
検討している単身者や子育て世代が、閑静な環 

境と福岡市や久留米市への近接性を実感でき、
集会所が持つ雰囲気や特性を活かした設計を、
住民の参画を得て実現することができました。 

いえづくり教育用の教材開発研究の事例 
三好不動産とのスマイルデザインプロジェク

トでは、学生の設計作品の実現を前提としたマ
ンションリノベーションに取り組んでいます。

福岡市では空室を埋めるために、少ない需要
にどのような対策を講じるかが課題となってい
ます。単身者向けのマンションが比較的多く、
若い世代の入居率が高い福岡市において、その
世代が共感するリノベーションを求めれば、学
生の設計という発想に至ります。不動産事業者
には物件所有者に負担をかけず、学生の斬新な
リノベーション設計を提供でき、大学には学生
がテーマ設定から設計、現場での工事監理まで
の実務に携わる、生きた住居・インテリア教育
を実践できる産学相互のメリットがあります。

卒業設計「住む人の日常をつくる不満レスな
部屋づくり」（写真２）は、日本インテリア学会
全国大会において最優秀作品賞を受賞しました。 

諫見 泰彦 
UR   L   http://isami.biz/ イサケン［検索］ 

諫見研究室 

地域貢献実践ゼミナールの概要 
地域貢献実践ゼミナールは、福岡県岡垣町

や佐賀県基山町等から委託され「住民参画型
のまちづくり実践研究」を、三好不動産やハ
ウスメイト、トランスコスモス等と連携して
「いえづくり教育用の教材開発研究」を実施
しています。また文化庁文化芸術による子ど
も育成総合事業や日本建築学会子ども教育支
援建築会議等の取り組みにも参画しています。

住民参画型のまちづくり実践研究の事例 
佐賀県基山町では、空き家問題の対策とまち

づくりの検討に携わっています。空き家は適
切に管理されずに放置されると、老朽化によ
る倒壊、雑草や樹木の繁殖、不法侵入等の問
題が発生し、周辺に悪影響を及ぼす懸念があ
ります。基山町移住体験リノベモデル事業
は、福岡市や久留米市の近郊という地理的優
位を活かした移住促進をまちづくり施策とす
る基山町が、居住可能な空き家を遊休資源と

写真１ 消防団格納庫兼集会所の踏査（佐賀県基山町） 写真２ 不満レスな部屋づくりの実現（三好不動産） 

　デザイン考察対象領域は、
01. 非生産空間（一般的には、住宅）
02. 生産空間（オフィス・商業施設など）
03.プロダクトとしての家具(商品としての家具)
に及びます。
　現在、我々の多くは、「高度消費社会（超現代
社会）」そして「高度情報社会」に移行している
と考えられています。近代社会、現代社会から
超現代社会・高度情報社会へと移行してる中で、
私たちの暮らしにおける現象や意識、関係の変
化に着目し、その環境の新しいデザインのあり
方を探求して行きます。
　活動の方針として、具体的な事例や案件に取
り組むことを掲げています。
　その事例として、古賀市水道課のオフィスの
環境デザインに取り組んでいます。働き方改革
や、市民サービスに対する改革に向けて公共サー
ビス事業の環境デザインはどのような可能性が
あるかを模索しています。2019 年 4 月 1 日に、
ゼミ生を中心とした環境デザイン案が実施され
使用が始まっています。その環境の使用状況調
査を行い、環境空間における設計・計画と使用
状況の関係の研究へ進めています。
　もう一つの事例は、福岡市の中心部に位置す
る川端通商店街の一角にある店舗併用住宅を宿
泊施設へと用途変更する設計に取り組んでいま
す。町家形式が残る該当建築だけでなく、商店
街全体やその周辺を対象にデザイン・サーヴェィ

を実施中です。歴史的コンテクストや周辺地域
のコンテクストを読み取りながら環境デザイン
設計に繋げていく手法を模索しています。この
案件も実施・施工を前提にしており、事業主体
が外資系ファンド会社であることから、事業ス
キームが高度に設定されており、そのスキーム
と環境デザインの関係の研究として取り組んで
います。
　さらに、大分県久住で始まるウィスキー蒸留
所のブランディングの実施への取り組みもス
タートしました。この蒸留所から商品が市場に
出るには 3 年ほどの熟成期間が必要です。その
期間に商品ブランディングと地域ブランディン
グを重ねた新しいブランディング手法に取り組
んでいます。　　　　　　　　　　  福山 秀親
秀親

川端通商店街・現況

古賀市上下水道課環境デザイン

福山研究室

商環境デザインゼミナール
商環境デザインゼミナールという研究室の名称
です。「商環境」とは、私たちの生活を家族の関
係など閉じたものとして考えるのではなく、社
会や経済、ビジネスの基盤の上で生じる関係と
その環境としての建築空間を意味しています。
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松野尾研究室

研究室の特徴
　研究室では、「住居」を中心に据え、主に居住
ライフスタイルに関連するテーマを扱っていま
す。また、住まいが集まってできた「まち」も
研究対象として捉えています。ゼミでは、こう
したスタンスのもと、間取りだけなく、法令、
架構、環境を総合的に理解して住宅設計ができ
るよう、実践的な学びの場を設けています。

研究室の研究テーマ
＊伝統的な木造建築文化に着目
　日本の伝統的な木造建築文化に着目し、古民
家や伝統的建造物群保存地区を研究対象として
います。歴史的建造物を地域資源として活かす
ための課題を分析するほか、そこに住む人の暮
らし方調査や古民家の実測調査も行っています。
現在の住宅のあり方を考察するためにも、日本
の歴史的文脈の中で培われた木造建築文化に触
れるよう、伝統構法を学ぶ機会も設けています。
＊質の高い住まいを目指して
　暮らしの価値観が表れる居住ライフスタイル
や居住地選好に注目し、どこに住むとどんな暮
らしが実現できるかを調査しています。調査結
果から、暮らしの質を高めるための要因を考察

していきたいと考えています。住まいや住む場
所の質が高まれば、毎日の暮らしが豊かになる
のではないでしょうか。こうした質の高い住ま
いのあり方は、地域へと波及し、まちづくりへ
と繋がっていくと考えています。
＊だれもが過ごしやすい住環境を
　今後、少子高齢化が進行し、高齢者の一人暮
らしや在宅介護が増加するなか、社会の変化に
対応した住宅のあり方が問われています。そこ
で、高齢者や障碍者、そして誰もが過ごしやす
い住環境を目指して、福祉住環境も研究してい
ます。今年度は、単独世帯の高齢者を対象とし
た寝室の使われ方調査や、手すりを把持した際
の荷重分析について、４年生が取り組みました。

研究室の活動報告
　地域資源の活用をテーマに、古民家が建ち並
ぶ新宮町立花口地区を研究フィールドとして、
実測調査などを継続的に行っています。また、
今年度は、愛媛県愛南町外泊地区「石垣の里」
や重要伝統的建造物群保存地区のアンケート調
査を行いました。そのほかに、住宅設計の学び
の場として、（株）ベガハウスでの合宿ワーク
ショップや、（株）斎藤工務店と連携した狭小住
宅のゼミ内コンペにも取り組みました。
　　　　　　　　　　　　　　　松野尾　仁美

愛媛県愛南町外泊地区「石垣の里」の実測調査 新宮町立花口地区での実測調査
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香川研究室 

居住環境デザインゼミナール 
本ゼミナールの目的は「快適で健康的な居住

環境デザインのための研究」です。「快適で健康
的に過ごしたい」という願いは普遍的な目的で
すが，ともすると，途方に暮れる漠然とした目
標だと捉えられるかもしれません。 
そこで本ゼミナールの学生は，「快適で健康的

な居住環境デザインのための研究」という目的
達成のために，「誰のために，いつ，どこで，□
を〇の状態にする，□を〇の量に満たすように
する」ひいては「□の状態や量を〇にするため
に◇する」といった枠組みを構築して，□，〇，
◇に当てはまる解を科学的根拠に裏付けに基づ
いて導き出すという具体的な目標を設定します。 
環境における課題の技術的解決を探求するた

めに，環境工学の分野では，五感を研ぎ澄まし，
ハカ（測・量・図・計）り，ICTなどの手段で得
たデータを定量的に分析，評価します。 
□は，私たちが居る住環境すなわち居住環境

(右図参照)の，特に住居・インテリア空間に焦点
を絞って分解して選んだ，居住者の快適性や健
康に大きく影響しそうな要素です。□の制御や
組み合わせの工夫によって，快適で健康的な居
住環境デザインを具現化できるという仮説をた
てています。目に見える要素も見えない要素も
時々刻々と非定常に流れ複雑に相互作用してい
ますがその環境を，□と〇と◇の枠組みに当て
はまるようにモデル化して考えていきます。 
大学生は独善に陥らずに研究活動を推進でき

れば，学生にしか成し得ない方法で，社会問題
の解決に貢献できる立場にあります。大学での
取組が社会に通じているか，産官民と連携協力
したり，学会や研究会で成果発表したりして，
継続的に情報発信し，切磋琢磨していきます。 
2019年度の卒業研究テーマ 
現場における窓ガラス面の熱貫流率簡易測定法

開発／本学学生のＩＣＴ利活用課題を明らかに
するための調査データ分析／待合スペースの快
適改善デザインの効果を検証するための数学的
動線分析／応急仮設住宅における居住環境アセ
スメントのためのガイドラインの提案／材質と
大きさと歴史の異なる収納具内の空気温湿度測
定／小学校の空調設備導入の効果を明らかにす
るための設備導入前後における状況調査／天井
放射パネル空調システムの最適運転を明らかに
するための室内の快適性と省エネ性実測 
2019年度のプロジェクト活動 
三池市古民家まちづくり https://www.kyusan-
u.ac.jp/faculty/kenchiku/news/miikekouchiku2
019/）／熊本県益城町仮設住宅の居住環境調査
（朝日新聞 11/26 掲載）／FI による PBL 授業
支援（写真参照） 
2019年度の連携協力先 
㈱ビスネット／富士通㈱FI 本部／亀屋硝子㈱／
熊本県益城町赤井地区応急仮設住宅住民の皆様
／三池光竹実行委員会／NPO 法人都市・建築遺
産保存支援機構／三建設備工業㈱／本学総合情
報基盤センター 多大なご支援を戴きました。
記して深謝します。   
               香川 治美 

 
図 居住環境 

 
写真 ゼミナールでの活動の様子 

松野尾研究室

研究室の特徴
　研究室では、「住居」を中心に据え、主に居住
ライフスタイルに関連するテーマを扱っていま
す。また、住まいが集まってできた「まち」も
研究対象として捉えています。ゼミでは、こう
したスタンスのもと、間取りだけなく、法令、
架構、環境を総合的に理解して住宅設計ができ
るよう、実践的な学びの場を設けています。

研究室の研究テーマ
＊伝統的な木造建築文化に着目
　日本の伝統的な木造建築文化に着目し、古民
家や伝統的建造物群保存地区を研究対象として
います。歴史的建造物を地域資源として活かす
ための課題を分析するほか、そこに住む人の暮
らし方調査や古民家の実測調査も行っています。
現在の住宅のあり方を考察するためにも、日本
の歴史的文脈の中で培われた木造建築文化に触
れるよう、伝統構法を学ぶ機会も設けています。
＊質の高い住まいを目指して
　暮らしの価値観が表れる居住ライフスタイル
や居住地選好に注目し、どこに住むとどんな暮
らしが実現できるかを調査しています。調査結
果から、暮らしの質を高めるための要因を考察

していきたいと考えています。住まいや住む場
所の質が高まれば、毎日の暮らしが豊かになる
のではないでしょうか。こうした質の高い住ま
いのあり方は、地域へと波及し、まちづくりへ
と繋がっていくと考えています。
＊だれもが過ごしやすい住環境を
　今後、少子高齢化が進行し、高齢者の一人暮
らしや在宅介護が増加するなか、社会の変化に
対応した住宅のあり方が問われています。そこ
で、高齢者や障碍者、そして誰もが過ごしやす
い住環境を目指して、福祉住環境も研究してい
ます。今年度は、単独世帯の高齢者を対象とし
た寝室の使われ方調査や、手すりを把持した際
の荷重分析について、４年生が取り組みました。

研究室の活動報告
　地域資源の活用をテーマに、古民家が建ち並
ぶ新宮町立花口地区を研究フィールドとして、
実測調査などを継続的に行っています。また、
今年度は、愛媛県愛南町外泊地区「石垣の里」
や重要伝統的建造物群保存地区のアンケート調
査を行いました。そのほかに、住宅設計の学び
の場として、（株）ベガハウスでの合宿ワーク
ショップや、（株）斎藤工務店と連携した狭小住
宅のゼミ内コンペにも取り組みました。
　　　　　　　　　　　　　　　松野尾　仁美

愛媛県愛南町外泊地区「石垣の里」の実測調査 新宮町立花口地区での実測調査
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吉村研究室

	 吉村研究室（以下、吉研とする）では、主に

空間に関わるモノ（家具や照明など）について

研究・設計・制作を行っています。モノ（プロ

ダクト）について学べる学部・学科としては、

九州産業大学芸術学部生活環境デザイン学科が

あります。家具・家電や生活雑貨、自動車など

の製品デザインを中心に学ぶことができます。

吉研が所属する建築都市工学部住居・インテリ

ア学科では、主に、建築の中でも住宅やインテ

リア空間の計画意匠・環境設備・構造施工につ

いて学んでいます。このような中で吉研は建築

人間工学(椅子やキッチン)に関する研究や家

具・照明器具などの設計・制作をしています。

ゼミ生たちには、「住居やインテリアの空間づく

りを学んでいるからこそ、生み出せる家具や照

明器具があるはずだ」と問いかけながら活動し

ています。	

	 これから、吉研の活動内容についてご紹介し

ます。主に以下の内容を実施しています。	

① 卒業研究

② 福岡・大川家具工業会と連携した家具開発

（プロジェクト型教育）

③ キッチン・椅子の人間工学的研究

④ 和紙を使った灯りの制作と作品出展

いくつかの内容について詳細をご紹介します。	

【卒業研究について】	

	 2019 年度は 2 名が家具の研究・設計・制作を

行いました。一名は、竹害問題を背景に、より

一般の人が、竹素材に親しんでもらえるように、

竹素材特性や加工方法について実験を行い、実

験結果を踏まえながら、自ら竹製椅子の試作を

行いました。もう一名は、高齢者用の安楽椅子

の立ち上がりを容易にする肘掛位置ついて実験

を行い、学内の木工室にて自ら木製椅子を制作

しました。	

写真１	 卒業設計作品(左：竹、右：高齢者)	

【プロジェクト型教育について】	

	 協同組合福岡・大川家具工業会との産学連携

および生活環境デザイン学科との学部間連携の

活動は、2019 年度で 5 年を迎え、様々な家具・

雑貨の企画開発をしてきました。（写真２）試作

品は学外にて展示会を開催し、合わせて展示計

画も行っています。プロジェクトに関わること

で家具業界への理解を深め、2019 年度は、2 名

が家具関連業界へ進路が決まりました。	

写真２	 背板の角度・奥行が変わるソファ	

	 以上、一部ではありますが吉村研究室の活動

について紹介しました。家具設計に興味のある

方は、ぜひ芸術学部や吉村研究室を訪ねてくだ

さい。今回ご紹介できませんでしたが、私は、

和紙職人の経験があります。和紙に興味がある

方もぜひご連絡ください。	

吉村  祐樹	
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信濃研究室 

研究テーマ：既存ストックの再生・活用・リノ
ベーションについて 
 研究のテーマの主軸は、今世紀に入り始まっ
た“リノベーション現象”を手がかりに、既存ス

トックをいかに再生・活用することにより、私
達が育ててもらった“まち”を次世代に引き継ぐ
ことができるのかです。そのためには、これか
らの時代がどうなるのかを予測し、どのように
対応していけば自分の住んでいるまちを維持で
きるのかを学んでいく必要があります。
時代はどこへ向かっているのか
＜人口減少、高齢化、少子化＞ 2008 年頃を
頂点として日本の総人口は減少局面に移行しま
した。急激に高齢化が進み、なかなか少子化は
改善されません。
＜空き家急増、建築ストック時代＞ 本格的な
空き家対策が進まない現状では空き家は増加す
る⼀⽅です。高度経済成⻑期の建物が⼤量に空
き家となる建築ストック時代に突入しています。
これからは再生・活用・リノベーションの時代
です。これらの技術を確立する必要があります。
＜都市の消滅可能性＞人口が減少する時代に突
入し、都市の消滅可能性や自治体の財政破綻も
現実味をおびた社会問題として認識しなければ
ならなくなってきています。
-----------------------------------------------------

― 研究室について ― 
研究室には個性豊かな学生諸君が所属し、自

らの研究成果や感性を活かして自由な作品づく
りに取り組んでいます。学内の活動だけでなく、
実際にリノベーションに挑戦したり、まちづく
りや建物再生の現場を見学し、第⼀線で活躍す
る実務家の⽅々から貴重なお話を伺ったりする
など、実践的に学ぶ機会を用意しています。 

何を学ぶのか 
 再生・活用・リノベーション時代に重要なの
は、「文化的価値の上の文化的行為をいかに創
造できるのか」です。リノベーションが生み出
す「ライフスタイルの文化的価値」は「世界観」
を共有する人々を吸引する「共感システム」と
して機能し、感度の高い人々を引き寄せ、いつ
しか「エリアの再生＝まちづくり」へと発展し
ていっています。このような文化的構図を背景
とした継続的な小さな取組の拡⼤が、育てても
らった“まち”を次世代に引き継ぐことにつなが
っていきます。そこで、つぎのようなことを学
んでいきます。 
①日本および海外の各地で実践されている再

生・リノベーション、まちづくりの取組み
事例について。

②新しい時代を予測した、これからの生き⽅・
働き⽅を考えたうえでの住まい⽅など、こ
れからのライフスタイルと住まいについて。

③再生・リノベーション実践のためのデザイン、
設計、施工、活用技術について。コンペ等
の作品制作、協力企業とのコラボレーショ
ンによるリノベーション実践体験、ワーク
ショップやイベント等の企画・実践、自力
施行（D.I.Y.）など。

このような目標をかかげ、研究や作品制作、ゼ
ミ活動をおこなっていきます。 

信濃 康博 

名島三ノ丸団地横空き家 D.I.Y ワークショップ 
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など 

など 

内田泰三研究室

■研究方針

Conserve to Preserve! 都市および農村の持続的

発展には，開発のみでなく自然環境との共生が不

可欠です。本研究室では，自然環境の保護・保全・

再生・修復・創出に資する手法について，動植物

の生理生態から研究を行っています。 

キーワード：都市緑化・治山緑化・生物多様性 

 

 

 

 

 

 

 

 

■卒業論文課題

・特定外来生物ナルトサワギクの生理生態 

・アルゼンチンアリのホスト樹選択の解明 

・ 1九州一級河川への外来植物の侵入状況と今後

のの拡大予測 

・桜島崩壊斜面のイネ科牧草類による治山緑化 

・放棄インフラへの動植物の侵入実態 

・阿蘇荻岳における草原性植物，特に絶滅危惧種 

・の分布と保全 

・都市の生物多様性保全における街路樹の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研究室の活動

（ 1 ）地域交流 

・唐原川のいきもの観察会（福岡市・新宮町） 

・プールのいきものたち（立花小・勝馬小） 

・オグラコウホネプロジェクト（新宮町） 

・和白干潟の植物たち（和白干潟を守る会） 

・立花山写真展（香椎下原公民館）    

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

（ 2 ）調査の様子 

 

 

 

 

 

 

 

遠賀川での刈取り試験区の設定を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

土壌分析のための不撹乱土の採取 

26

都市デザイン工学科　｜　内田研究室研究室紹介　｜　都市デザイン工学科



⽻⽥野研究室 
■ 研究室の⽅針
・研究内容、⽅向性

当研究室では、⽔⼯学および⽔環境⼯学の内容

に関係する問題で、社会的な重要度が⾼いテーマ
を研究しています。具体的には、下⽔中の硫化⽔

素発⽣によるコンクリート管劣化を液膜式曝気
の酸素注⼊で防⽌する技術、河川の浸⽔災害防⽌
計画のため堰・⽔⾨の上流⽔位の評価などです。 

■ 液膜式曝気による酸素注⼊

：以下は写真、実験の概念図、実験結果（15l の

⽔を流量 9.40 l /分で循環）の⼀例です。貧酸素⽔
を容器内に噴射すると⽔は気泡集合体となり気・

液接触⾯積したがって酸素溶解性能が普通の曝
気より格段に⾼く下⽔のコンクリート管の劣化
防⽌が期待されます。

■ 堰⽔理

：従来公式は流量評価式だけで、洪⽔防御計画に
不可⽋なセキ上げ⽔位の評価式は皆無です。当⽅

では流量とセキ上げ⽔位の両⽅を評価します（主
要 WEB の「堰⽔理」参照）。S30 年度から堰頂が
平坦な広頂堰を実験します。流れは完全越流と潜

り越流（下図参照）があります。

下図は潜り越流のセキ上げ⽔位の実験結果です。
下流⽔位が上がるとセキ上げ⽔位が上昇するこ
とを表現し、回帰分析によりその関係式を求めま

す。この整理⽅法は当⽅の独創ですが、完全越流
についても独⾃の整理⽅法を提案しています。

■ 31 年度以降

：河川災害と流⽊に関する⽔⼯⽔理学的研究を
加える予定です。

■ 社会の要請が⾼く難易度が低いテーマにつ
いて実験の経験を通して⽔⼯学に触れることを

モットーとしています。実験は環境⽔理実験で
おなじみの岩満助⼿の協⼒を頂きながら進める
予定です。あなたも参加しませんか。

0.5
1

1.5
2

2.5

-1 1 3
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/h
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など 

など 

内田泰三研究室

■研究方針

Conserve to Preserve! 都市および農村の持続的

発展には，開発のみでなく自然環境との共生が不

可欠です。本研究室では，自然環境の保護・保全・

再生・修復・創出に資する手法について，動植物

の生理生態から研究を行っています。 

キーワード：都市緑化・治山緑化・生物多様性 

 

 

 

 

 

 

 

 

■卒業論文課題

・特定外来生物ナルトサワギクの生理生態 

・アルゼンチンアリのホスト樹選択の解明 

・ 1九州一級河川への外来植物の侵入状況と今後

のの拡大予測 

・桜島崩壊斜面のイネ科牧草類による治山緑化 

・放棄インフラへの動植物の侵入実態 

・阿蘇荻岳における草原性植物，特に絶滅危惧種 

・の分布と保全 

・都市の生物多様性保全における街路樹の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研究室の活動

（ 1 ）地域交流 

・唐原川のいきもの観察会（福岡市・新宮町） 

・プールのいきものたち（立花小・勝馬小） 

・オグラコウホネプロジェクト（新宮町） 

・和白干潟の植物たち（和白干潟を守る会） 

・立花山写真展（香椎下原公民館）    

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

（ 2 ）調査の様子 

 

 

 

 

 

 

 

遠賀川での刈取り試験区の設定を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

土壌分析のための不撹乱土の採取 
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松尾研究室 
■研究内容、⽅向性 

松尾研ではコンクリート⼯学に関する卒業

研究を⾏っています。コンクリートは社会イン

フラを⽀える重要な建設材料のひとつです。コ

ンクリートの歴史は古く、ローマ時代から使わ

れていた材料です。近代のコンクリートに限っ

ても 19 世紀前半からの歴史があり、基本的な

技術は確⽴されています。それでもその時々の

社会背景に応じて研究する内容はまだまだた

くさんあります。 

当研究室での最近の研究事例は、「⽵筋コン

クリートに関する研究」、「⾮破壊試験による品

質管理に関する研究」、「軽量コンクリートの開

発研究」、「フレッシュ性状に関する基礎研究」

などがあります。⽵筋コンクリートとは鉄筋の

代わりに⽵を使ったコンクリートのことで、戦

時中にも使われた実績があります。当研究室で

は、現在の設計法に合わせて⾒直すところから

始め、⽵の特性をうまく活⽤して適材適所で使

うための技術を試⾏錯誤しながら開発してい

ます。⾮破壊試験は社会的にもニーズの⾼いテ

ーマで、劣化が急速に進みつつあるインフラを

効率よく劣化診断する技術です。当研究室では

透気係数というコンクリートの密実度を表す

指標を使って基礎研究を⾏っています。軽量コ

ンクリートは発泡スチロール廃材を砂の代わ

りに⽤いたもので、適⽤事例として農地の⽔⾨

（ゲート）を作った現場での実証試験を⾏って

います。 

 

■研究室の雰囲気 

卒研の実験は⼤変なときもありますが、研究

室のみんなで⼀致協⼒して楽しく頑張ってい

ます。実験は主に 9 号館でやっています。学⽣

部屋は 8 号館 4 階にありますので、気軽に遊び

にお越し下さい。 

 

 
写真-1 ⽵筋コンクリート梁の曲げ試験 

 

 
写真-2 軽量モルタルゲートの実証試験現場 

 

 
写真-3 恒例⾏事の餅つき 
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⼭下三平研究室 

■ 研究室の⽅針について 
 技術や思想は実践に応⽤されることで真価がわか
ります。本研究室では、学⽣とともに、社会が課題
とするテーマについて、現場に⼊り、地域の⼈々や
⾃然の状態を体験的に知り、それを⼤きな視野や科
学的な⼿法によって捉え直し、対策を練って、実装
するというプロセスを重視します。 
 本研究室の⼤きなテーマは次の 2 つです： 
1） 分散型水管理をとおした都市デザイン 

2） 古民家と地域資源を生かした中山間地域の活性 

 市⺠のみなさんや⾏政や企業の技術者、それに他
⼤学の研究者や学⽣との交流をとおして、幅広い実
践的なプロジェクト型研究教育を進めています。

 

■ 学⽣の研究内容について 
 上記の 2 つのフレームに基づいて、2019 年度は以
下のテーマの卒業論⽂に取り組みました。 
【卒業論⽂】 
l 伊東 典孝「T 社事務所の⾬庭化のための基礎

調査」 
l 菊池 勇⼈「広域景観の計画構想のための基礎

的調査―福岡市東部と近隣市町の事例」 
l 岸原 千拡「太宰府光明禅寺の⾬⽔管理に関す

る基礎的調査」 
l 新澤 泰史「『ミズベリング樋井川』の特徴と活

動の効果について」 
 

 
 
l ⼭中 美優「新宮北⼩学校の継年的⾬⽔管理性

能調査」 
l  ⼭元 武道「京都眞如寺の⾬⽔管理に関する基

礎的調査」 
l 安武 陸「⽴花⼝古⺠家の実態調査と活⽤の考

察」 
l 野⽥ 和哉「⽴花⼭登⼭客の意識・⾏動調査―登

⼭道とまちなみ活性化について」 

 

■研究室の雰囲気等 
 8 号館 4 階の研究室・ゼミ室が、⼤学にみんなが
いる場所です。計画系の研究室なので、実験室はな
く、研究室・ゼミ室ではおもに、研究の報告会、ゼ
ミの研究会、PCを使った作業などを⾏います。もち
ろん、休憩時間には、みんなで雑談したり、ゲーム
をしたりすることもありますよ。 
 学内では研究室・ゼミ室のほかに、23 号館 4 階の
景観研究センターで、研究会やセミナーが開催され
るときに参加して、学内ではなかなか聴けない貴重
なお話を伺う機会がたくさんあります。 
 研究室・ゼミ室での活動だけでなく、調査やプロ
ジェクトのために、学外に⾏くことが多々あります。
また、学会やシンポジウム・研究会での発表もあり、
他⼤学の学⽣・院⽣と、切磋琢磨もしています。 
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横⽥研究室 [海岸⼯学研究室] 
■研究室の⽅針について 
・わが国の沿岸域は、物流、漁業、レジャー、
観光など、多くの産業に利⽤される⼀⽅、⾼波、

⾼潮、津波など、⾃然の脅威にもさらされてい
ます。海岸⼯学研究室では港や海岸などの沿岸
域の利⽤・防災・環境をテーマとし、波・流れ

などの⾃然現象の解明・予測や対策、さらに、
波や流れの発⽣要因である⾵、気圧などを対象
として研究を⾏います。 

 
■学⽣の研究内容について 
・今年度の卒業研究 

 越波量の観測装置の開発 
 越波打上げ⾼の解析⾃動化にむけた考察 
 越波⾶沫の観測⼿法に関する検討 

 スリットケーソン護岸における越波打上げ
特性に関する検討 
 ⽔理模型を⽤いた海⽔交換検討の試み 

 海⾯⽔温が台⾵特性に与える影響の検討 
 

 
波⾼分布予測（有明海） 

 

 
■研究室の雰囲気等 
・研究室⾵景 

 
学⽣研究室⾵景 

 
⼿前：⾶来塩分実験、奥：越波量計測実験 

 
超⼩型断⾯ 2 次元造波⽔路 

 

 
越波⾶沫観測 
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■研究の概要 
 南海トラフ地震などの極⼤地震に対する鋼
構造物の耐震設計に関する研究を⾏っていま
す．最近では，東北地⽅太平洋沖地震（2011），
熊本地震（2016），台⾵ 19 号（2019）などの⾃
然災害により甚⼤な被害を受けた経験から，想
定外の事象への対応の重要性が社会全体に広
く認識されつつあります．橋梁の耐震の分野に
おいては，想定の規模を超える地震動に対して，
設計⽤地震動の規模を引き上げるなどの従来
の対症療法的な⽅法ではなく，構造系が耐震設
計上の安全限界を超えた後の崩壊挙動を正確
に予測・制御するいわゆる“崩壊制御設計”へ向
けた検討が⾏われつつあります．このために本
研究室では，振動台を⽤いた加振実験や⾼精度
の数値解析により，設計上許容される安全限界
を超えた後の構造物の崩壊挙動を解明し，その
予測⼿法の確⽴に向け取り組んでいます．加振

実験との⽐較により検証した⾼精度の数値解
析⼿法に基づき，実際の橋梁を対象とした構造
全体系の崩壊挙動をスーパーコンピュータに
よる⼤規模解析により解明します． 
■卒業研究のテーマ（2019 年度） 
・部材結合部の剛性が上路式鋼製アーチ橋の地

震時終局挙動に与える影響 
・各種オープンソース有限要素解析プログラム

の機能⽐較および精度検証 
・2 軸同時振動加振装置（⽔平 1 ⽅向＋鉛直 1

⽅向）の地震動の再現精度の検証 
・ロッキング型免震・制震機構を有する⾻組み

構造の加振実験・数値解析に基づく動的挙動
特性の検証 

・ブレース付き⾻組み構造の崩壊加振実験の計
画と事前検討 

・多層ニューラルネットワークに基づく⼈⼯知
能の構造解析への適⽤ 

・耐震⼯学の教材開発 

   

      

 

南海トラフ巨大地震震度分布 
(内閣府中央防災会議資料より) スーパーコンピュータ「京」による

アーチ橋の崩壊挙動解析 

多方向地震動下の円形断面鋼製橋脚の地震時終局挙動解析 2 軸同時振動加振装置（水平 1 方向＋鉛直 1 方向） 

節点数：240 万 
要素数：220 万 
総自由度数：1400 万 

耐震・構造⼯学研究室（奥村） 
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防災計画学研究室 

教員 山田 忠 
 
〇研究の方針 

日本では毎年のように自然災害が発生してい
ます。近年の九州地方に限っても 2015 年 5 月の
口永良部島の噴火、2016 年 1 月の大寒波、2016
年 4 月の熊本地震、2017 年 7 月の九州北部豪雨
などがあり、多種多様な自然災害が発生していま
す。研究室では、災害対応に取り組んだ行政担当
者や住⺠を対象に調査し、その教訓を活かし、
人々が安全・安心で暮らせるようにするための教
育研究活動、社会活動に取り組んでいます。 
 
〇研究テーマ 
□自治体の災害対応体制に関する調査研究（災害

対応教訓、防災計画のあり方） 
 市町村を対象に災害対応の調査・分析、過去の
災害と防災計画との関係について調査・分析して
います。例えば、2016 年 1 月寒波における大牟
田市や大野城市、桂川町の断水への対応、九州地
方の活火山に隣接する自治体を対象に過去の火
山災害と地域防災計画の火山災害対策との関係
について研究しました。 
□住⺠の災害対応体制に関する調査研究（災害対

応教訓、防災・復興まちづくりのあり方） 
 消防団や自主防災組織を対象に災害対応の調
査・分析、防災・復興まちづくりについて調査・
分析しています。例えば、2017 年 7 月九州北部
豪雨における日田市消防団と朝倉市消防団、2018
年７月豪雨における呉市消防団の災害対応、2005
年福岡県⻄方沖地震における⽞界島の復興しま
づくりについて研究しました。 

 
 
 
 
 
 
 

2017 年 7 月九州北部豪雨の日田市の災害現場 
 
 
 
 
 
 
 

2018 年 7 月豪雨の呉市の災害現場 
 
 
 
 
 
 
 

⽞界島復興記念公園 
〇過去 3 年間の主な就職先 
 卒業生は基本的に市役所（土木職）や建設会
社に就職しています。なかには、学外活動を通
して自分の適職を見つけ、土木業界とは別の業
界に就職した卒業生もいます。主な就職先とし
て、宮崎市役所 1 名、佐賀市役所 1 名、出水市
役所 1 名、三井住友建設株式会社 1 名、大林道
路株式会社 1 名、九鉄工業株式会社 2 名、株式
会社綜合技術コンサルタント 1 名、イオン九州
株式会社 1 名になっています。 
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博⼠前期課程
専攻：産業技術デザイン

学籍番号 16GTI07
⽒名 古野 宏明

研究題⽬ 放置インフラにおける動植物の侵⼊
指導教員 内⽥ 泰三

学籍番号 18GTI06
⽒名 盧 薇迪

研究題⽬ 表⾯吸⽔試験によるコンクリート構造物の耐久性予測に関する研究
指導教員 ⽩川 敏夫
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博士前期課程 2 年生の研究課題および指導教員



■学業成績

対象者：前年度単年のGPA2位の学⽣（フレッシュマンスカラシップ学⽣がいる場合は３位以降）

表彰⽇：2019年7⽉

学科 ⽒ 名 出⾝⾼校

建築 ⽝塚 ⽞樹 ⼩城

住居・インテリア設計 末冨 秀果 ⼩野⽥

都市基盤デザイン⼯ 吉⽥ 昌弘 東稜

■卒業研究成績

対象者：優れた卒業研究を⾏った学⽣

表彰⽇：2020年3⽉

学科 ⽒ 名 出⾝⾼校 卒業研究のタイトル

都市基盤デザイン⼯ ⼤⽯ 翔太 祐誠 コンクリートのひび割れおよびその補修が透気係数に及ぼす影響

建築 ⽥所 佑哉 ⾼知⼯業 余⽩の構築

住居・インテリア設計 信岡 友美 九州産業大学

付属九州

博多部における歩行者専用エリア化

-ひとを主役としたプレイスメイキング-

■資格・課外活動

対象者：・キャリアサポートのS、A、B種の1資格以上またはC種の2資格以上を取得した学⽣

    ・学会発表で優秀講演賞を受賞した学⽣

    ・各種競技会（スポーツ・演奏・展覧・設計等）で⼊賞した学⽣

表彰⽇：2020年3⽉

学科 ⽒ 名 出⾝⾼校 資格／受賞／⼊賞

都市基盤デザイン⼯ ⾦内 嵩⼤ 新宮 技術士（第一次試験）（Ａ）

都市基盤デザイン⼯ 古賀 亮佑 ⼋⼥ 技術士（第一次試験）（Ａ）

都市基盤デザイン⼯ 松枝 ⼼路 ⼤牟⽥ 2級土木施工管理技士学科試験（Ｂ）

都市基盤デザイン⼯ 松村 卓幸 ⿅本 2級土木施工管理技士学科試験（Ｂ）

2次元CAD利用技術者試験2級（Ｃ）、環境再生医（Ｃ）

建築 ⽜島 誠⼈ 筑紫台 宅地建物取引士（Ａ）

住居・インテリア設計 ⽴脇 紗苗 ⼤分鶴崎 インテリアコーディネーター（Ｂ）

住居・インテリア設計 松井 ⼀暁 ⿃栖 2020学生インテリアデザインコンテスト　最優秀賞

住居・インテリア 古賀 桃⼦ 城南 第17回主張する「みせ」学生デザインコンペ　奨励賞

住居・インテリア 杉⽥ 萌佳 佐伯鶴城 第17回主張する「みせ」学生デザインコンペ　奨励賞

博⼠前期課程
専攻：産業技術デザイン

学籍番号 16GTI07
⽒名 古野 宏明

研究題⽬ 放置インフラにおける動植物の侵⼊
指導教員 内⽥ 泰三

学籍番号 18GTI06
⽒名 盧 薇迪

研究題⽬ 表⾯吸⽔試験によるコンクリート構造物の耐久性予測に関する研究
指導教員 ⽩川 敏夫
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入社後の豊富

私は、株式会社安藤・間に建築施工管理
職として内定を頂きました。逆境に負け
ない強い精神と常に上を目指す向上心を
持って、楽しみながら仕事ができればい
いなと思っています。

私の就職活動

現場の仕事に憧れていた私でしたが、設計
の仕事も見てみようと設計職の冬季イン
ターンシップに参加しました。ウェブペー
ジでインターンシップの選考募集が行われ
ておりESを提出しwebテストを受けた後、
面接を受けに行きました。無事 5 日間のイ
ンターンシップを終え web 面接や即日設
計、対人面接や筆記テストの案内がマイ
ページに届き大阪へ選考を受けに何度も通
いました。その結果、2 月末に積水ハウス
株式会社より内々定をいただきました。

就職活動
私が就職活動を始めたのは 3 月に開催され
た学内合同企業説明会です。いまいちやり
たい事が決まってなかった自分はたくさん
の企業が来ているこの説明会で色んな分野
の話を聞けた事はとてもためになりまし
た。それからは自分の専門分野に沿った各
企業の会社説明会へ行き、パンフレットや
ネットを使って調べたり、また父親が同じ
建築系の仕事だった事もあって親からのヒ
ントも助けになりました。そして行きたい
企業について詳しく勉強することで無事に
内定を頂き、就職先が決まりました。

ファーストキャリア

私は設計事務所を志し、人生経験として
就職活動を始めました。各企業説明会で
は文系で設計志望の方も多くいて、どれ
だけその企業の特色を理解した設計がで
きるかを問われます。それからは、興味
の湧く企業説明会に足を運び、その中の
一つが星野リゾートでした。そこには、
芸術・経営・文系・理系と様々な個性の
人たちが会社の理念に共感し、私はこの
人たちと創り上げるその環境で社会に出
たいと思い、新卒の切符をここで切ろう
と決めました。

積水ハウス株式会社
建築学科
SHIMODA  YUMINO

下田　弓乃

高砂熱学工業株式会社

建築学科
KASANO TAIRA

笠野 泰良

株式会社星野リゾート
建築学科
YAMAMOTO  AYANA

山本　彩菜

株式会社安藤・間

建築学科
SHIRAKAWA  DAISUKE

白川　大輔

顔写真
27*27

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

2019年度　建築学科　進路実績種別

ゼネコン

設計事務所

住宅産業

建設コンサルタント

住宅・都市
開発業

26%

21%

サブコン

26%

1%

7%

3%

公務員 1%

進学 1%

その他
7%

建物管理業 7%

主な就職先一覧

住宅産業
・安藤・間
・三井住友建設
・錢高組
・五洋建設
・上村建設
・九鉄工業
・九州未来建設グループ

サブコン
・高砂熱学工業
・ダイダン
・大気社
・テクノ菱和
・大成設備

ゼネコン
・大和ハウス工業
・積水ハウス
・一条工務店
・ミサワホーム九州
・三井ホーム鹿児島
・谷川建設
・昭和建設

住宅・都市開発
・星野リゾート・マネジメント
・穴吹興産
・大東建託

設計事務所
・再生建築研究所
・福岡構造

建物管理業
・鹿島建物総合管理
・日立ビルシステム
・日本ハウズイング

進学
・北九州市立大学大学院

その他
・西日本旅客鉄道
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入社後の豊富

私の就職活動 就職活動

ファーストキャリア

積水ハウス株式会社
建築学科
SHIMODA  YUMINO

下田　弓乃

高砂熱学工業株式会社

建築学科
KASANO TAIRA

笠野 泰良

株式会社星野リゾート
建築学科
YAMAMOTO  AYANA

山本　彩菜

株式会社安藤・間

建築学科
SHIRAKAWA  DAISUKE

白川　大輔
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私の就活

私は複合商業施設「JR おおいたシティ」
の管理・運営事業 ( ディベロッパー ) を
行う企業である、株式会社 JR大分シティ
に内定を頂きました。「心豊かなライフ
スタイルを創造・提案し大分中心部の賑
わいづくり、魅力的なまちづくり」とい
う理念のもと、会社と私の出身である大
分に貢献できるように尽力いたします。

株式会社 JR大分シティ

住居・インテリア設計学科
ONISHI　GENKI

大西　元気

将来の抱負

私は、住友林業株式会社に建築技術職と
して内定を頂きました。住友林業は創業
300 年を超える歴史ある会社で、人と地
球環境に優しい「木」を活かした様々な
事業展開を行っています。入社後は、建
築士の資格を取得し、木の良さを活かし
た幸せな住まいを多くの人に提供できる
よう努力していきたいと思っています。

住友林業株式会社

住居・インテリア設計学科
KODAMA TERUYOSHI

児玉　熙善

私の就活

私は五洋建設株式会社の建築施工職とし
て内定を頂きました。この会社は海外・
建築・土木のバランスが非常に良くとれ
ています。ゼネコンは地図に残る仕事と
いわれることがあります。そのため、責
任感をもって仕事に臨むことを心がけ、
多くの建築に携わっていきたいと思って
います。

五洋建設株式会社

住居・インテリア設計学科
OKU  MIZUKI 

奥　美樹

私の就職

私は建築工事現場で安全・工程・原価・
労務などを総合的に管理する建築施工職
として株式会社九電工に内定を頂きまし
た。入社後はその都市を代表するような
建物の施工管理に携わり、地域に貢献し
ていきたいと考えています。

株式会社九電工

住居・インテリア設計学科
TANAKA  SYUNPEI

田中　駿平

2019年度　住居・インテリア学科　進路実績種別

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

住宅産業
26%

ゼネコン
12%

店舗設計・施工建築
設計

9%8%

資材・建材
6%

主な就職先一覧

サブコン ５%

家具・建具・
じゅう器小売業

不動産・
デベロッパー

５%

２%

リフォーム業 ５%

外構緑化 ２%

進学 3%
その他
17%

ゼネコン
・五洋建設
・富士ピー・エス
・上村建設
・金子建設
・さとう建設
・九州みらい建設グループ
・建築工房悠山想
・住幸房

住宅産業
・大和ハウス工業
・住友林業
・ミサワホーム九州
・タマホーム
・日本ハウスホールディングス
・昭和建設
・Lib Work
・アネシス
・健康住宅 不動産・デベロッパー

・JR大分シティ

店舗設計・施工
・白水社
・バウハウス丸栄
・リード・クリエーション

サブコン
・九電工
・日本建設工業

建築設計
・ピーディーシステム
・ヒラテ技研

家具・建具・じゅう器小売業
・アダル
・ナフコ

リフォーム業
・大和ハウスリフォーム
・ミサワリフォーム
・住居時間
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私の就活

私は複合商業施設「JR おおいたシティ」
の管理・運営事業 ( ディベロッパー ) を
行う企業である、株式会社 JR大分シティ
に内定を頂きました。「心豊かなライフ
スタイルを創造・提案し大分中心部の賑
わいづくり、魅力的なまちづくり」とい
う理念のもと、会社と私の出身である大
分に貢献できるように尽力いたします。

株式会社 JR大分シティ

住居・インテリア設計学科
ONISHI　GENKI

大西　元気

将来の抱負

私は、住友林業株式会社に建築技術職と
して内定を頂きました。住友林業は創業
300 年を超える歴史ある会社で、人と地
球環境に優しい「木」を活かした様々な
事業展開を行っています。入社後は、建
築士の資格を取得し、木の良さを活かし
た幸せな住まいを多くの人に提供できる
よう努力していきたいと思っています。

住友林業株式会社

住居・インテリア設計学科
KODAMA TERUYOSHI

児玉　熙善

私の就活

私は五洋建設株式会社の建築施工職とし
て内定を頂きました。この会社は海外・
建築・土木のバランスが非常に良くとれ
ています。ゼネコンは地図に残る仕事と
いわれることがあります。そのため、責
任感をもって仕事に臨むことを心がけ、
多くの建築に携わっていきたいと思って
います。

五洋建設株式会社

住居・インテリア設計学科
OKU  MIZUKI 

奥　美樹

私の就職

私は建築工事現場で安全・工程・原価・
労務などを総合的に管理する建築施工職
として株式会社九電工に内定を頂きまし
た。入社後はその都市を代表するような
建物の施工管理に携わり、地域に貢献し
ていきたいと考えています。

株式会社九電工

住居・インテリア設計学科
TANAKA  SYUNPEI

田中　駿平

2019年度　住居・インテリア学科　進路実績種別

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

住宅産業
26%

ゼネコン
12%

店舗設計・施工建築
設計

9%8%

資材・建材
6%

主な就職先一覧

サブコン ５%

家具・建具・
じゅう器小売業

不動産・
デベロッパー

５%

２%

リフォーム業 ５%

外構緑化 ２%

進学 3%
その他
17%

ゼネコン
・五洋建設
・富士ピー・エス
・上村建設
・金子建設
・さとう建設
・九州みらい建設グループ
・建築工房悠山想
・住幸房

住宅産業
・大和ハウス工業
・住友林業
・ミサワホーム九州
・タマホーム
・日本ハウスホールディングス
・昭和建設
・Lib Work
・アネシス
・健康住宅 不動産・デベロッパー

・JR大分シティ

店舗設計・施工
・白水社
・バウハウス丸栄
・リード・クリエーション

サブコン
・九電工
・日本建設工業

建築設計
・ピーディーシステム
・ヒラテ技研

家具・建具・じゅう器小売業
・アダル
・ナフコ

リフォーム業
・大和ハウスリフォーム
・ミサワリフォーム
・住居時間
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将来の抱負

私は、九州旅客鉄道株式会社から内定を
頂きました。JR 九州は鉄道事業だけでな
く、ホテル事業や農業、外食事業といっ
た様々な事業に挑戦し続けている企業で
す。入社後は、保線や土木の業務に携わ
る予定なので、毎日の一つ一つの仕事を
安全で快適に乗ってもらうことを意職し
て業務に取り組んでいきたいです。そし
て、縁の下の力持ちとして九州のインフ
ラを支えることに貢献していきたいです。

九州旅客鉄道株式会社
都市基盤デザイン工学科
KISHIHARA CHIHIRO

岸原　千拡

宮崎市役所

都市基盤デザイン工学科
HASHIMOTO HIROKI

橋本　紘樹

三井住友建設株式会社

都市基盤デザイン工学科
KOGA RYOSUKE

古賀　亮佑

西日本高速道路
エンジニアリング九州
株式会社

都市基盤デザイン工学科
MATSUMURA TAKAYUKI

松村　卓幸

就活のススメ

私は、宮崎市役所から内定を頂きました。
大学で学んだ知識を活かし、地元である
宮崎市のインフラ整備に携わる予定です。
私は就活をする中で、自己分析の重要さ
を痛感しました。土木という専門職でも
企業は数多くあり、いくら企業同士を見
比べても自己分析が曖昧だと志望する企
業を決める事は困難です。私自身は、地
元に就職するという「軸」を一つ設けて
就活しました。皆さんも、譲れない軸を
決めて就活に挑んでみてください。

理系の就職活動

私が就職活動を始めたのは 1 月に開催さ
れた学内合同企業研究会です。学内合同
企業研究会では、土木分野の様々な企業
が参加しており志望する企業を絞るきっ
かけとなりました。それからは、就活へ
のモチベーションも高まり様々な説明会
やインターンシップに参加したり、イン
ターネット等で企業研究をしました。そ
して、選考が始まってからは企業研究を
早めに始めていたので面接に集中するこ
とができ就職先が決まりました。

私の就職活動

私は 3 月に開催された合同企業説明会を
きっかけに就職活動を始めました。その
企業説明会で多くの企業から説明を受け
ることができました。また、同会場で行
われた就活セミナーでは、講師から就職
活動する上で必要なスキルやノウハウを
学べました。それからは、合同企業説明
会で気になった企業の単独企業説明会に
参加し、自分が就職したい企業が決まっ
たときに学科推薦の制度があることを知
り、学科推薦で就職先が決まりました。

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

2019年度　都市デザイン工学科　進路実績種別

総合建設業
・三井住友建設
・熊谷組
・飛島建設
・オリエンタル白石
・錢高組
・あおみ建設
・九鉄工業
・松尾建設
・吉原建設

建設業
・大林道路
・三井住建道路
・グリーンライフ産業

不動産業
・戸田ビルパートナーズ
・アーネストワン

建設コンサルタント業
・綜合技術コンサルタント
・エスケイエンジニアリング
・日本地研
・西日本測量設計
・西日本高速道路エンジニアリング九州
・水野建設コンサルタント
・太洋建設コンサルタント
・スリーエヌ技術コンサルタント

住宅産業
・住居時間

その他
・ＪＲ九州フードサービス
・AGEKKE GROUP

運輸業
・鉄道建設・運輸施設整備支援機構
・九州旅客鉄道
・西日本旅客鉄道

公務員
・長崎市
・宮崎市
・佐賀市

主な就職先一覧

7%

総合建設業

建設業建設コンサルタント業

運輸業

公務員

不動産業

住宅産業

その他

32%

16%23%

7%

10%

3%

2%
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将来の抱負

私は、九州旅客鉄道株式会社から内定を
頂きました。JR 九州は鉄道事業だけでな
く、ホテル事業や農業、外食事業といっ
た様々な事業に挑戦し続けている企業で
す。入社後は、保線や土木の業務に携わ
る予定なので、毎日の一つ一つの仕事を
安全で快適に乗ってもらうことを意職し
て業務に取り組んでいきたいです。そし
て、縁の下の力持ちとして九州のインフ
ラを支えることに貢献していきたいです。

九州旅客鉄道株式会社
都市基盤デザイン工学科
KISHIHARA CHIHIRO

岸原　千拡

宮崎市役所

都市基盤デザイン工学科
HASHIMOTO HIROKI

橋本　紘樹

三井住友建設株式会社

都市基盤デザイン工学科
KOGA RYOSUKE

古賀　亮佑

西日本高速道路
エンジニアリング九州
株式会社

都市基盤デザイン工学科
MATSUMURA TAKAYUKI

松村　卓幸

就活のススメ

私は、宮崎市役所から内定を頂きました。
大学で学んだ知識を活かし、地元である
宮崎市のインフラ整備に携わる予定です。
私は就活をする中で、自己分析の重要さ
を痛感しました。土木という専門職でも
企業は数多くあり、いくら企業同士を見
比べても自己分析が曖昧だと志望する企
業を決める事は困難です。私自身は、地
元に就職するという「軸」を一つ設けて
就活しました。皆さんも、譲れない軸を
決めて就活に挑んでみてください。

理系の就職活動

私が就職活動を始めたのは 1 月に開催さ
れた学内合同企業研究会です。学内合同
企業研究会では、土木分野の様々な企業
が参加しており志望する企業を絞るきっ
かけとなりました。それからは、就活へ
のモチベーションも高まり様々な説明会
やインターンシップに参加したり、イン
ターネット等で企業研究をしました。そ
して、選考が始まってからは企業研究を
早めに始めていたので面接に集中するこ
とができ就職先が決まりました。

私の就職活動

私は 3 月に開催された合同企業説明会を
きっかけに就職活動を始めました。その
企業説明会で多くの企業から説明を受け
ることができました。また、同会場で行
われた就活セミナーでは、講師から就職
活動する上で必要なスキルやノウハウを
学べました。それからは、合同企業説明
会で気になった企業の単独企業説明会に
参加し、自分が就職したい企業が決まっ
たときに学科推薦の制度があることを知
り、学科推薦で就職先が決まりました。

※一部抜粋、順不同　※(株)(有) は全て省略

2019年度　都市デザイン工学科　進路実績種別

総合建設業
・三井住友建設
・熊谷組
・飛島建設
・オリエンタル白石
・錢高組
・あおみ建設
・九鉄工業
・松尾建設
・吉原建設

建設業
・大林道路
・三井住建道路
・グリーンライフ産業

不動産業
・戸田ビルパートナーズ
・アーネストワン

建設コンサルタント業
・綜合技術コンサルタント
・エスケイエンジニアリング
・日本地研
・西日本測量設計
・西日本高速道路エンジニアリング九州
・水野建設コンサルタント
・太洋建設コンサルタント
・スリーエヌ技術コンサルタント

住宅産業
・住居時間

その他
・ＪＲ九州フードサービス
・AGEKKE GROUP

運輸業
・鉄道建設・運輸施設整備支援機構
・九州旅客鉄道
・西日本旅客鉄道

公務員
・長崎市
・宮崎市
・佐賀市

主な就職先一覧

7%

総合建設業

建設業建設コンサルタント業

運輸業

公務員

不動産業

住宅産業

その他

32%

16%23%

7%

10%

3%

2%
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! "

＊1 キャリアサポート奨励金制度

   
   

＊2 学内講座の開講

この制度は、在学期間中に本学が奨励する各種資格（国家・公的・民間）を取得した学
生に奨励金を給付することで学習意欲の高揚を図り、資格取得を奨励することを目的に
設けられました。 対象の資格ごとに定められたランクによって、合格すると S：5 万円、
A：3 万円、B：1 万円、C：8 千円の奨励金が給付されます。  

九州産業大学では、さまざまな資格取得のための講座を開設しています。
放課後に学内で開催されるため、時間を効率的に使って資格学習をする事ができます。 

「技術士第一次試験合格」

建設会社のインターンシップに参加した際
に技術者の方の話を聞き際に、速い段階か
ら技術者としての知識を身に着けておけば
社会に出て役立つと思い取得しようと思い
ました。技術士一次試験は、基礎問題、倫
理、専門問題の3分野に分かれているため
勉強時間を多く取る必要があり大変でした
が、卒業研究の合間などの隙間時間を使っ
て、過去問題を解くことで、自信がつき無
事合格することができました。

宅地建物取引士

　私は建設系で学生の間に資格が欲しい
と思い宅建を受けました。私は 2年生で
一度落ちてしまいました。結果を受け止
めることが出来ずにいましたが、絶対に
受かってやるという気持ちで 3年生でも
挑戦しました。4回分の模擬試験では、
1度も合格点を満たしませんでしたが諦
めなかった結果、合格することが出来ま
した。私は宅建の取得で諦めない事の大
切さを改めて学びました。

宅地建物取引士（宅建士）

住居・インテリア設計学科
ONO YUKI

小野　雄輝

インテリアコーディネーター

住居・インテリア学科
KOGA  MOMOKO

古賀　桃子

技術士第一次試験

都市基盤デザイン工学科
KANEUCHI TAKAHIRO

金内　嵩大

2 級管工事施工管理技士

建築学科
MORITA JUMPEI

森田　惇平

インテリアコーディネーター

大学の手厚いサポートのおかげで、イン
テリアコーディネーター試験に合格する
ことができました。先生がいつも身近に
いて、わからないところを一緒に考え、
助けていただきました。そして、資格が
きっかけで、より住宅を学ぶことが楽し
くなりました。自分の夢を広げてくれる
学科だと思っています。

2 級管工事施工管理技士取得

○資格取得の経緯
私は内定をいただいた企業が建築設備の会
社ということで学生の内に将来必要となる
資格がないか調べたところ、管工事施工管
理技士という資格があることを知り取得し
ようと思いました。
○勉強法
テキストと過去門集を買い3ヶ月1日1時
間～3時間程度勉強し、試験1ヶ月前まで
にはテキストを最後まで終わらせ、過去問
を何度も解きました。

42

資格実績紹介



「技術士第一次試験合格」

宅地建物取引士

宅地建物取引士（宅建士）

住居・インテリア設計学科
ONO YUKI

小野　雄輝

インテリアコーディネーター

住居・インテリア学科
KOGA  MOMOKO

古賀　桃子

技術士第一次試験

都市基盤デザイン工学科
KANEUCHI TAKAHIRO

金内　嵩大

2 級管工事施工管理技士

建築学科
MORITA JUMPEI

森田　惇平

インテリアコーディネーター

2 級管工事施工管理技士取得
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大学生活を振り返って 

建築学科 4 年 犬塚玄樹 

今回、寄稿する機会を頂いたことに感謝申し上
げます。 
 私が建築学科に入学を決めたのは住宅設計が
してみたいという漠然とした思いがあったから
です。しかし、講義を受ける中で、設計課題を進
めていく中で、本当にこれを仕事としてやってい
けるのだろうかという不安が頭をよぎりました。
そんな中、2年次に九州北部豪雨のボランティア
に参加したことがきっかけで建築の立場から防
災を意識したまちづくりに興味を持ち、公務員も
視野に入れた就職活動を進めようという考えに
至りました。3 年次から本格的に公務員試験の勉
強を始め、8月には、とある自治体のインターン
シップに参加しました。その際、駅を中心とした
再開発事業の現場を見学する機会があり、自治体
と住民の方と鉄道会社が一体となって事業を進
めているとの説明を受けました。鉄道会社での建
築の仕事は鉄道施設の維持管理だけでなく、デベ
ロッパーとしての側面もあり、建築に限らず機械、
電気、土木等の幅広い知識が求められることを知
り、魅力的な仕事だと感じるようになりました。
このような出来事もあり、公務員と鉄道会社を併
願して進めることに決めました。最終的には第一
志望であった鉄道会社より内定を頂くことがで
きました。入学当時は建設業で働くイメージしか
無かったため、建設業以外の業界で働くことにな
るとは思ってもみませんでした。 
このような心境の変化に右往左往していた大

学生活の中で、特に私を変えてくれた経験は超ウ
ルトラマラソンへの挑戦です。「自分とは何者
か？」、「100km、200km 走った先には何がある？」
この答えを探し求めるべく 24 時間耐久レースや 

200km� を超えるマラソン大会に参加しました。そ
こにはまだ知らない過酷な世界がありました。24
時間以上睡眠なしで黙々と走り続ける(変態？)
ランナーの姿もある中で、何をモチベーションと
して走れば良いのだろうかと自問自答していま
した。簡単に結果が出るかというと、そう現実は
甘くなく、大会によってはアキレス腱を痛めたり、
熱中症になるなどリタイアせざるを得ない状況に
陥ったこともあります。ただ、辞めることは“悪�　”で
はなく、次につなげる第一歩になることを痛感し
ました。また、自分を見つめ直し、まだまだ未熟
だ。或いはより可能性を見出せる。そんなワクワ
クを味わえることこそがこの競技の魅力であるこ
とを知ることができました。 
この� 4� 年間を通して、挑戦することの面白さを

実感しました。また、多くの人に出会い、支えら
れ、充実したものとなりました。今後もこの経験
を糧に精進していきたいと考えています。 

217kmマラソン完走後の写真 
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学生時代を振り返って

住居・インテリア設計学科 年 末冨秀果

今回、本誌に寄稿する機会を頂き誠にありが
とうございます。
大学生活の 年間は本当にあっという間に感

じられましたが、その中でもたくさんの経験が
でき、充実した 年間だったと思います。
学業の面を振り返ってみると、九産大の授業

は非常にバラエティに富んでおり、自分の履修
次第で様々なことが学べるのが魅力的でした。
住居・インテリア設計学科においては、座学に
加え実習科目等が多く、自分で手を動かして学
ぶスタイルからは実力や技術を身につけること
ができました。特に私が力を入れたのは、 年間
を通して受講する設計実習の授業です。学年を
追うごとに作品のクオリティを上げることがで
き、また、合評会にも多数選出されたことから
プレゼンのスキルも磨くことが出来ました。年
次に設計した飲食店がお気に入りの作品です。
年次には、学内で開講されていたインテリア

コーディネーターの資格講座に通い、見事資格
を取得することが出来ました。資格を取得した

ことによって就活の際には有利に働いたように
感じられ、半年間努力した甲斐があったなと嬉
しく思いました。また、就職先は椅子のメーカ 

ーなので、学習したことを少しでも生かせたら
いいなと思っています。
　  年次のインターンシップでは、  日間を通し
て木製の椅子の製造を体験しました。作る工程
や椅子一脚を作る大変さが学べた他、使い手の
気持ちを考える大切さがわかりました。自分で
作 った椅子は、今でも家で大切に使っていま
す。
部活動では、入学当初からずっと音楽部に所

属しています。部室でメンバーと曲を練習した
日々や、ライブで披露する達成感は一生忘れら
れない思い出です。  年間辞めずに続けて良か 
ったなと思っています。また、  年から  年ま
で様々な学部の人と関われるので、大学生活を
する上で部活動やサークルに入ることは人脈作
りにもなり、とても自分のためになると思いま
す。
大学生でいる間は、個々人の持つ時間や可能

性は無限にあると思っています。いかに自分か
ら行動するかが大切で、  年間を無駄に過ごし
ては、大学に入学させてくれた親ががっかりす
ると思います。ぜひ、社会人になったら出来な
いことや、興味を持ったことに全力で取り組ん
でみてください。きっと素晴らしい大学生活が
送れると思います。

大学生活を振り返って 

建築学科 4 年 犬塚玄樹 

今回、寄稿する機会を頂いたことに感謝申し上
げます。 
 私が建築学科に入学を決めたのは住宅設計が
してみたいという漠然とした思いがあったから
です。しかし、講義を受ける中で、設計課題を進
めていく中で、本当にこれを仕事としてやってい
けるのだろうかという不安が頭をよぎりました。
そんな中、2年次に九州北部豪雨のボランティア
に参加したことがきっかけで建築の立場から防
災を意識したまちづくりに興味を持ち、公務員も
視野に入れた就職活動を進めようという考えに
至りました。3 年次から本格的に公務員試験の勉
強を始め、8月には、とある自治体のインターン
シップに参加しました。その際、駅を中心とした
再開発事業の現場を見学する機会があり、自治体
と住民の方と鉄道会社が一体となって事業を進
めているとの説明を受けました。鉄道会社での建
築の仕事は鉄道施設の維持管理だけでなく、デベ
ロッパーとしての側面もあり、建築に限らず機械、
電気、土木等の幅広い知識が求められることを知
り、魅力的な仕事だと感じるようになりました。
このような出来事もあり、公務員と鉄道会社を併
願して進めることに決めました。最終的には第一
志望であった鉄道会社より内定を頂くことがで
きました。入学当時は建設業で働くイメージしか
無かったため、建設業以外の業界で働くことにな
るとは思ってもみませんでした。 
このような心境の変化に右往左往していた大

学生活の中で、特に私を変えてくれた経験は超ウ
ルトラマラソンへの挑戦です。「自分とは何者
か？」、「100km、200km 走った先には何がある？」
この答えを探し求めるべく 24 時間耐久レースや 

200km� を超えるマラソン大会に参加しました。そ
こにはまだ知らない過酷な世界がありました。24
時間以上睡眠なしで黙々と走り続ける(変態？)
ランナーの姿もある中で、何をモチベーションと
して走れば良いのだろうかと自問自答していま
した。簡単に結果が出るかというと、そう現実は
甘くなく、大会によってはアキレス腱を痛めたり、
熱中症になるなどリタイアせざるを得ない状況に
陥ったこともあります。ただ、辞めることは“悪�　”で
はなく、次につなげる第一歩になることを痛感し
ました。また、自分を見つめ直し、まだまだ未熟
だ。或いはより可能性を見出せる。そんなワクワ
クを味わえることこそがこの競技の魅力であるこ
とを知ることができました。 
この� 4� 年間を通して、挑戦することの面白さを

実感しました。また、多くの人に出会い、支えら
れ、充実したものとなりました。今後もこの経験
を糧に精進していきたいと考えています。 

217kmマラソン完走後の写真 
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執⾏部活動からのつながり 
都市基盤デザイン⼯学科 4 年 安武陸 

 私は、4 年⽣の 11 ⽉末まで学友会体育会執⾏

部に所属し、貴重な経験をしました。体育会執
⾏部というものは、⼤学に登録してある体育会
系の部活動を管理、⽀援をする役割を持ってい
ます。さらには、⼤学全体で⾏われる新⼊⽣歓
迎⾏事や、ソフトボール⼤会の運営などの⾏事
を主体で⾏う部活動です。私は、執⾏部に所属
してから今までにないことをたくさん経験させ
てもらい、成⻑させてもらいました。その中で
学び、ぶつかり、むずかしさを感じさせてもら 

ったことは⼈と⼈との関わりです。執⾏部はほ
かの部活動と違い、⼤学職員、他の部活⽣はも
ちろん、他⼤学の⽣徒、学外の⽅々など所属や
年齢を問わずいろんな⽅々と接することが多く
あります。そのため、相⼿に対する気配りや⾔
葉使い、⾃分⾃⾝の⾏動を考えながらも、私た
ちの意⾒を相⼿にはっきり⾔わなければならな
い場⾯が増えました。 

 今までの私では、⾝内ばかりに伝われば良い
という考えを持ちながら意⾒を伝えていた た
め、いざ相⼿と接していく中でどのように説明
すれば伝わるのか考えることが多くありまし
た。そこで助けの⼿を差し伸べてくれたのは、
先輩の⽅々でした。先輩たちが経験したことを
惜しみなく私たち後輩に教えていただき、私的
していただいたことにより、私たちがスムーズ
に執⾏部活動を⾏うことができました。 

　私は、先輩⽅が引退後、統制⻑という役職に
就きました。先輩たちから学んだことを次は私
が後輩に伝えるという気持ちで、常に部活全体
をみることができ、コミュニケーションを増や 

し、伝えていきました。何が正解かまだまだ私
にはわからないことがたくさんありますが、⾃
分が感じたこと、経験を後輩に伝えることがで
きたので、後輩たちにも次の世代に⾃分たちの
考えを伝えていくことで⼈と⼈との関りを⼤き
くしていってもらいたいと感じます。 

私はこの体育会執⾏部で過ごした 3 年半と

いう濃密で忘れられない期間の間で学び、経験
したことを活かし ていき、常に周りが⾒え⼈の
気持ちがくみ取れるような社会⼈になりたいと
考えています。 
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▲22 号館▲9 号館

▲8号館外観

[建築都市工学部　施設一覧 ]

▲8号館円形ホール

▲8号館プレゼンテーションルーム▲8号館設計製図室

▲8号館食堂「クラブハウス」
“九産大” にちなんで、毎日93 人目に
当たるとお代が無料になります。大
学内には、クラブハウスを含めて全
部で 7つの学食やカフェがあります。

材料・環境実験などが可能な様々な実
験設備が備えられており、実験系の講
義や研究が行われます。また、木材加
工のできる木工室などもあります。

実大立体構造物試験装置や400t 万能
試験機など大型の実験装置があり、
様々な構造物の加力実験などを行うこ
とができる施設です。

半円形になったガラス張りの空間が
特徴的で、待ち合わせや休憩スペー
スとしてよく利用されます。

1998 年に建替え新築が完了した 8階建ての建物です。
建築都市工学部の専門科目の多くはここで講義が行わ
れ、ゼミ室等も配置されています。 近年、エントランス
廻りやトイレが改修されて綺麗になりました。

建築学科および住居・インテリア学
科にはそれぞれ設計製図室があり、
その名の通り設計デザインや作図の
講義が行われます。
写真は、2017 年に新しく完成した住
居・インテリア学科の設計製図室です。

名作照明や椅子が展示されており、
パッチワーク状になった床材は実物を
体感できるデザインの教材としても使
用されます。オープンキャンパスは、
アルネ・ヤコブセンデザインの「エッ
グチェア」に座れるチャンスです。

9号館

8号館

11号館

22号館

施設紹介
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■2019年度建築学科卒業研究優秀作品 

建築学科の卒業研究は、設計または論文の何れか一方を選択する必修科目で、大学で学んだ建築学の
集大成でもある。今年度は設計が 24％（18/76 作品）で、前年度の 30％（18/60 作品）よりも減少して
いる。 

 
●設計作品の講評 
金賞 「余白の構築」田所佑哉君 
高知県いの町は和紙の産地として有名であるが、需要の低下に伴い衰退傾向にある。元々和紙の生産

工程は家内工業が主で閉ざされていたが、それを一度解体し街に分散することにより、「和紙の生産工
程」と「地域の暮らし」が溶け合うような提案に可能性を感じた。また、作品に注がれたエネルギーは
群を抜いていた。（矢作昌生教授） 
 
銀賞 「棲家 -侵食されることを前提とした在り方-」山本彩菜君 
敷地は 50 数年前に造成されたニュータウン。現在は空き家が増え、家の中に木が生い茂り小動物が

棲みついている空き家もある。そこで耐久年数の違う材料を時間軸で使い分け、最初は人の住処だが、
数十年後は動植物に侵食され最後には自然に還る家を設計した。人口減少に転じた現在、スクラップ&
ビルドを繰り返していた日本の住宅事情に一石を投じる作品である。（矢作昌生教授） 
 
銅賞 「人の巣」山口祐君 
アルバイト先でベトナムの留学生と友達となり、日本は外国人にとって暮らしやすい場所ではないこ

とに気がついた。福岡は外国人が増えている背景もあり、彼らが「小さな母国」をつくるかのごとくカ
スタマイズできる集合住宅を提案した。スケルトンインフィルを超えた新しい集合住宅の在り方の提案
でもある。（矢作昌生教授） 
 
佳作 「音楽のある町」小澤美月君 
鹿児島都心に、地域にひらかれた地上 3 階地下 1 階の音楽の練習施設を提案した。通常よくある RC

壁で遮音する閉じた練習施設ではなく、S 造＋ガラス壁とし意図的に外部に適度な音を漏らし、通行人
に音楽と演奏風景を届ける計画である。細部まで工夫に富んだ丁寧な設計である。（冨田英夫准教授） 
 
佳作 「記憶の媒体〜今と過去の記憶を繋ぐ建築〜」近藤るい君 
祖父母の家が空き家になってしばらく経つ。何の変哲もない空き家でも家族やそこに暮らしてきた人

たちにとっては、大切な思い出が刻み込まれた家だ。本や陶器などのギャラリーに転用し、地域の記憶
の集積のような場として空き家を再生するこの提案は、同様な問題を抱える地方都市にとって一つの可
能性を提示している。（矢作昌生教授） 
 
●設計総評（矢作昌生教授） 
例年に比べて卒業設計を選択した学生の割合は減ったが、優秀作品のレベルは例年以上であった印象

であり、採点結果の集計でもその傾向が顕著に現れた。設計を専門とする教員としては数の減少は少々
寂しいが、計画系論文のレベルが非常に高かった年でもあり、各研究室の個性が出たと理解している。
来年以降どうなるかわからないが、学生の多様性を許容しながら個々の能力を伸ばして行く教育が求め
られていることは間違いないであろう。 

●構造・材料論文の講評 
金賞 「柱 RC・梁 S構造の柱梁接合部の 3次元非線形 FEM解析」藤野義己君 
柱 RC・梁 S 構造の柱梁接合部では，コンクリートと鉄骨の応力伝達に関して不明な点が多い。本研

究では，コンクリートと鉄骨の接触するすべての面に界面要素を設ける難易度の高いモデル作成を行い，
伝達される応力を抽出し詳細に分析した点が大いに評価できる。（内田和弘教授） 
 
銀賞 「RC造段差梁接合部における載荷方向が終局強度に及ぼす影響」 

才尾勇治君、白川大輔君、竹中幸輝君 
左右の梁に段差のある鉄筋コンクリート造柱梁接合部に関して，載荷方向が終局強度に及ぼす影響つ

いて熱心に実験に取り組み，学術的に重要な成果を挙げた。（花井伸明教授） 
 
銀賞 「表面吸水試験および浸漬試験・気体拡散試験結果の比較検討」坂元良太朗君、縄田真穂君 
本研究はモルタルを用い，非破壊試験である表面吸水試験により，破壊試験である浸漬試験，気体拡

散試験の結果を推定しており，意欲的に取り組み，かつ有用な結果を得ている。（白川敏夫教授） 
 
銅賞 該当なし 
 
●計画・環境論文の講評 
金賞 「フライ・オットー設計「マンハイム多目的ホール」の屋根の形状形成における思想的背景」 

渡辺大樹君 
オットーの代表作品「マンハイム多目的ホール」の屋根形状形成の背景に、「自然な構造体」という考

えと、丹下健三との共同研究があることを明らかにした極めて優れた論文である。（冨田英夫准教授） 
 
銀賞 「床冷暖房とエアコンを併用した居室の温熱環境に関する研究」諌山勇輝君、姫野真人君 
住宅での併用空調（放射・対流）の有効性について、6 畳程度の居間を模した試験室において各設定

条件下で室内温熱環境を計測し、温熱指標 PMVを用いた評価により検証した。（北山広樹教授） 
 
銀賞 「空調設備を導入した公立小学校の教室環境に関する実態調査」千場悠之介君、永嶋治希君 
空調設備の導入が進む公立学校の普通教室において、長期実測調査を行い、夏季や冬季の空調利用の

状況と室内環境、児童の欠席状況等の関連を分析し、改善課題について検討した。（北山広樹教授） 
 
銀賞 「バウハウス学生主導のデッサウの都市分析にみる機能主義的都市計画」犬塚玄樹君 
あまり注目されていなかったバウハウスの都市計画教育が、1930 年代はじめに高水準で独自性のあ

る成果を上げていた事を、ドイツ語の出版資料を細部まで読み込み明らかにした。（冨田英夫准教授） 
 
銅賞 該当なし 
 
●総評（花井伸明学科主任） 

2019 年度に提出された卒業論文は，構造・材料系が 14 テーマ，環境系が 8 テーマ，計画系が 11 テ
ーマの，合計 33 テーマであった。総合的に見て，全体のレベルは昨年度と比べ若干高くなった印象が
ある。特に計画・環境系で金賞を受賞した「フライ・オットー設計「マンハイム多目的ホール」の屋根
の形状形成における思想的背景」は完成度・学術的重要性ともに高く評価できる秀作である。 
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■2019年度建築学科卒業研究優秀作品 

建築学科の卒業研究は、設計または論文の何れか一方を選択する必修科目で、大学で学んだ建築学の
集大成でもある。今年度は設計が 24％（18/76 作品）で、前年度の 30％（18/60 作品）よりも減少して
いる。 

 
●設計作品の講評 
金賞 「余白の構築」田所佑哉君 
高知県いの町は和紙の産地として有名であるが、需要の低下に伴い衰退傾向にある。元々和紙の生産

工程は家内工業が主で閉ざされていたが、それを一度解体し街に分散することにより、「和紙の生産工
程」と「地域の暮らし」が溶け合うような提案に可能性を感じた。また、作品に注がれたエネルギーは
群を抜いていた。（矢作昌生教授） 
 
銀賞 「棲家 -侵食されることを前提とした在り方-」山本彩菜君 
敷地は 50 数年前に造成されたニュータウン。現在は空き家が増え、家の中に木が生い茂り小動物が

棲みついている空き家もある。そこで耐久年数の違う材料を時間軸で使い分け、最初は人の住処だが、
数十年後は動植物に侵食され最後には自然に還る家を設計した。人口減少に転じた現在、スクラップ&
ビルドを繰り返していた日本の住宅事情に一石を投じる作品である。（矢作昌生教授） 
 
銅賞 「人の巣」山口祐君 
アルバイト先でベトナムの留学生と友達となり、日本は外国人にとって暮らしやすい場所ではないこ

とに気がついた。福岡は外国人が増えている背景もあり、彼らが「小さな母国」をつくるかのごとくカ
スタマイズできる集合住宅を提案した。スケルトンインフィルを超えた新しい集合住宅の在り方の提案
でもある。（矢作昌生教授） 
 
佳作 「音楽のある町」小澤美月君 
鹿児島都心に、地域にひらかれた地上 3 階地下 1 階の音楽の練習施設を提案した。通常よくある RC

壁で遮音する閉じた練習施設ではなく、S 造＋ガラス壁とし意図的に外部に適度な音を漏らし、通行人
に音楽と演奏風景を届ける計画である。細部まで工夫に富んだ丁寧な設計である。（冨田英夫准教授） 
 
佳作 「記憶の媒体〜今と過去の記憶を繋ぐ建築〜」近藤るい君 
祖父母の家が空き家になってしばらく経つ。何の変哲もない空き家でも家族やそこに暮らしてきた人

たちにとっては、大切な思い出が刻み込まれた家だ。本や陶器などのギャラリーに転用し、地域の記憶
の集積のような場として空き家を再生するこの提案は、同様な問題を抱える地方都市にとって一つの可
能性を提示している。（矢作昌生教授） 
 
●設計総評（矢作昌生教授） 
例年に比べて卒業設計を選択した学生の割合は減ったが、優秀作品のレベルは例年以上であった印象

であり、採点結果の集計でもその傾向が顕著に現れた。設計を専門とする教員としては数の減少は少々
寂しいが、計画系論文のレベルが非常に高かった年でもあり、各研究室の個性が出たと理解している。
来年以降どうなるかわからないが、学生の多様性を許容しながら個々の能力を伸ばして行く教育が求め
られていることは間違いないであろう。 

●構造・材料論文の講評 
金賞 「柱 RC・梁 S構造の柱梁接合部の 3次元非線形 FEM解析」藤野義己君 
柱 RC・梁 S 構造の柱梁接合部では，コンクリートと鉄骨の応力伝達に関して不明な点が多い。本研

究では，コンクリートと鉄骨の接触するすべての面に界面要素を設ける難易度の高いモデル作成を行い，
伝達される応力を抽出し詳細に分析した点が大いに評価できる。（内田和弘教授） 
 
銀賞 「RC造段差梁接合部における載荷方向が終局強度に及ぼす影響」 

才尾勇治君、白川大輔君、竹中幸輝君 
左右の梁に段差のある鉄筋コンクリート造柱梁接合部に関して，載荷方向が終局強度に及ぼす影響つ

いて熱心に実験に取り組み，学術的に重要な成果を挙げた。（花井伸明教授） 
 
銀賞 「表面吸水試験および浸漬試験・気体拡散試験結果の比較検討」坂元良太朗君、縄田真穂君 
本研究はモルタルを用い，非破壊試験である表面吸水試験により，破壊試験である浸漬試験，気体拡

散試験の結果を推定しており，意欲的に取り組み，かつ有用な結果を得ている。（白川敏夫教授） 
 
銅賞 該当なし 
 
●計画・環境論文の講評 
金賞 「フライ・オットー設計「マンハイム多目的ホール」の屋根の形状形成における思想的背景」 

渡辺大樹君 
オットーの代表作品「マンハイム多目的ホール」の屋根形状形成の背景に、「自然な構造体」という考

えと、丹下健三との共同研究があることを明らかにした極めて優れた論文である。（冨田英夫准教授） 
 
銀賞 「床冷暖房とエアコンを併用した居室の温熱環境に関する研究」諌山勇輝君、姫野真人君 
住宅での併用空調（放射・対流）の有効性について、6 畳程度の居間を模した試験室において各設定

条件下で室内温熱環境を計測し、温熱指標 PMVを用いた評価により検証した。（北山広樹教授） 
 
銀賞 「空調設備を導入した公立小学校の教室環境に関する実態調査」千場悠之介君、永嶋治希君 
空調設備の導入が進む公立学校の普通教室において、長期実測調査を行い、夏季や冬季の空調利用の

状況と室内環境、児童の欠席状況等の関連を分析し、改善課題について検討した。（北山広樹教授） 
 
銀賞 「バウハウス学生主導のデッサウの都市分析にみる機能主義的都市計画」犬塚玄樹君 
あまり注目されていなかったバウハウスの都市計画教育が、1930 年代はじめに高水準で独自性のあ

る成果を上げていた事を、ドイツ語の出版資料を細部まで読み込み明らかにした。（冨田英夫准教授） 
 
銅賞 該当なし 
 
●総評（花井伸明学科主任） 

2019 年度に提出された卒業論文は，構造・材料系が 14 テーマ，環境系が 8 テーマ，計画系が 11 テ
ーマの，合計 33 テーマであった。総合的に見て，全体のレベルは昨年度と比べ若干高くなった印象が
ある。特に計画・環境系で金賞を受賞した「フライ・オットー設計「マンハイム多目的ホール」の屋根
の形状形成における思想的背景」は完成度・学術的重要性ともに高く評価できる秀作である。 
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■余白の構築 
16TA050 田所佑哉 

 

 

道に溶ける建築 
月刊「近代建築」別冊「卒業設計」掲載 

 

 

金賞作品 
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■余白の構築 
16TA050 田所佑哉 

 

 

道に溶ける建築 
月刊「近代建築」別冊「卒業設計」掲載 

 

 

金賞作品 
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 ■棲家 -侵食されることを前提とした在り方- 
16TA092 山本彩菜 

  

に溶ける建築 
日本建築学会卒業設計優秀作品展出展 

 

銀賞作品 
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 ■棲家 -侵食されることを前提とした在り方- 
16TA092 山本彩菜 

  

に溶ける建築 
日本建築学会卒業設計優秀作品展出展 

 

銀賞作品 
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■人の巣 
16TA088 山口祐 

 

 

に溶ける建築 
 

 

 

銅賞作品 
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■人の巣 
16TA088 山口祐 

 

 

に溶ける建築 
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■音楽のある町 
16TA020 小澤美月 
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佳作作品 ■音楽のある町 
16TA020 小澤美月 
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■記憶の媒体〜今と過去の記憶を繋ぐ建築〜 
16TA036 近藤るい 

 

 

 
 

 

 

佳作作品 

58

建築学科　｜　2019 年度 設計部門　｜　佳作卒業研究



■記憶の媒体〜今と過去の記憶を繋ぐ建築〜 
16TA036 近藤るい 
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高齢者のための木製安楽椅子の設計・製作
～立ち上がり動作を考慮した肘掛けの位置に関する研究～

16TH055 松井 一暁

Concept Chair design 
焉齢者に多くみられる身体的特徴：円背姿勢は、 1人1人背骨の

曲がり具合が異なり、 高齢者を対象とした椅子であっても、 椅子の
形状が円背姿勢に合わず、 苦痛を感じるなど高齢者が使いづらい場
合がある。 使いづらい椅子を使い続けると身体に悪影響を与える。
特に立ち上がり動作に有効性がある肘掛けは高齢者の円背姿勢に合
わせた位置でなければいけない。 そこで、 一人の高齢者（椅子の使
用者）に限定し、 高齢者の身体的特徴や椅子での身体動作（座る ・

宣つ等）を考慮した椅子を考える必要がある。
そこで今回、 祖母を対象（椅子の使用者）とし、 祖母の円背姿勢

でも座り心地が良く、 身体動作（特に立ち動作）が楽に行いやすい
肘掛けの叢適位置を取り入れた祖母専用の安楽椅子をデザイン ・ 製
作した。 肘掛けは祖母が寸ちやすい位置にあり、 寸ち上がった後に
手すりのように使用できる。 また、 肘掛け後部は祖母の円背姿勢で
も手が置きやすい高さで楽に椅子を移動させることができるデザイ
ン。 背もたれは真ん中を空けるように背板を配置し、 円背姿勢でも
直接背骨が当たらないようにしている。 こうすることで、 座ってい
る時に背中に苦痛を感じない。 また、 使用場所が和室であるため、
畳の上でも傷つけずに使用できる畳ずりを取り入れている。

t
/

n

 

ロロ
・

| 62o | 

種 類：イージーチェア

サイズ：W620 x D806 x H835 

SH380 · AH520 

素 材：プナ（無垢材）

塗 装：ノ ー マルクリア ー オイル

接 合：四方胴付（どうつき）ほぞ

接ぎ

| 806 

Scale-1/10 

62

住居・インテリア学科　｜　2019 年度 設計部門　｜　金賞卒業研究



高齢者のための木製安楽椅子の設計・製作
～立ち上がり動作を考慮した肘掛けの位置に関する研究～

16TH055 松井 一暁

Concept Chair design 
焉齢者に多くみられる身体的特徴：円背姿勢は、 1人1人背骨の
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特に立ち上がり動作に有効性がある肘掛けは高齢者の円背姿勢に合
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用者）に限定し、 高齢者の身体的特徴や椅子での身体動作（座る ・

宣つ等）を考慮した椅子を考える必要がある。
そこで今回、 祖母を対象（椅子の使用者）とし、 祖母の円背姿勢

でも座り心地が良く、 身体動作（特に立ち動作）が楽に行いやすい
肘掛けの叢適位置を取り入れた祖母専用の安楽椅子をデザイン ・ 製
作した。 肘掛けは祖母が寸ちやすい位置にあり、 寸ち上がった後に
手すりのように使用できる。 また、 肘掛け後部は祖母の円背姿勢で
も手が置きやすい高さで楽に椅子を移動させることができるデザイ
ン。 背もたれは真ん中を空けるように背板を配置し、 円背姿勢でも
直接背骨が当たらないようにしている。 こうすることで、 座ってい
る時に背中に苦痛を感じない。 また、 使用場所が和室であるため、
畳の上でも傷つけずに使用できる畳ずりを取り入れている。
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ー
住宅確保要配慮者の職住一体シェアハウス

16TH009 宇良宗馬

▼川端通商店街—配匿図

という行為を極力させ

ないよう、 店舗部と住

宅部は両方とも、 回遊

性のある動線計画とな

っている。 また、 オレ

ンジ色の部分は、 車椅

子ユーザーがその場で

一回転できる1500mm
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講評 住宅を確保することが困難な生活者の自立を促すための職住一体の集合住宅の提案である。当研究室での研究テーマである「非
専用住宅＝家族専用に非ず・職業空間を排除した住宅専用に非ず」の取り組みから生まれた。車椅子生活者、聴覚障害者そしてシング
ルマーザーを対象にし、援助や補助ではなく同じ困難性を保持してる者が集まり、生活を形成するための生業の空間を併設し、かつそ
れぞれの困難さを克服する空間のカタチが空間に特徴を与え商業空間としての魅力に繋がっている。 指導教：員 福山 秀親
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講評 住宅を確保することが困難な生活者の自立を促すための職住一体の集合住宅の提案である。当研究室での研究テーマである「非
専用住宅＝家族専用に非ず・職業空間を排除した住宅専用に非ず」の取り組みから生まれた。車椅子生活者、聴覚障害者そしてシング
ルマーザーを対象にし、援助や補助ではなく同じ困難性を保持してる者が集まり、生活を形成するための生業の空間を併設し、かつそ
れぞれの困難さを克服する空間のカタチが空間に特徴を与え商業空間としての魅力に繋がっている。 指導教：員 福山 秀親
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表２．�

図１．古民家� 平面図� ������

収納具設置場所�

 

 

１）長持についての文献調査 

・本研究では、衣類を大切に保管するための収納具内環境の構築を目指し、 
まず⻑持の歴史を⽂献調査し、⻑持の使われ⽅をまとめた。 

・収納具の素材、大きさの違いによる季節ごとの収納具内空気温湿度のデータが得られた。 
・データをもとに分析したところ木材の吸放湿、調湿を明らかにすることができた。 
・桐衣装ケースと⻑持を⽐較すると収納具内環境はどちらが良いとは⾔えない。 
・収納具ごとの湿度の変動幅が衣類に与える影響を考察することが今後の課題である。 

研究結果 ２）収納具内の空気温湿度測定  ①収納具内空気温度、大牟田市内気温の変化 

と気温の差は秋期が最も大きく収納具内空気温度と気温の差は秋期が最も大きく

8.6℃、冬期が最も小さく 3.3℃であることがわかる。 

②収納具内空気温度、外気温度相関図 

桐、長持、プラスチックともに

あまり差はない。このことから

収納具内の空気温度は季節に

関係なく材料によって変化 

しないことがわかる。 

③収納具内空気温度、絶対湿度相関図 

どの収納具も右上がりになって 

おり、その傾向は決定係数 R２が 1

により近い桐、長持の方が大きい。

これは木材の吸放湿によるものと

考えられる。 

④収納具内空気温度、相対湿度相関図 

桐 長持 プラスチック 

長持 

長持 桐 

桐 

プラスチック 

プラスチック 

まとめ 今後の発展 
収納物の素材の違いによ
る収納具内環境の変化 プ ラ ス チ ッ ク に 吸 放

湿、調湿の機能を附属
する 

 

桐と長持はプラスチックに比べて

小さい。季節に関係なく相対湿度

の変動を抑えようとする木材の 

調湿効果があると考えられる。 

変動幅は梅雨期、冬期は長持の方

が大きいが、夏期、秋季は桐の方

が大きいことがわかる。 

 

 

【活動成果報告会の様子】 
研究の対象地である大牟⽥市の古⺠家
（旧平山邸）にて、2 月 23 日（日）に 
活動成果報告会を行った。当日は地域
の⽅々含め計 11 名で今後の課題など
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■学生のコメント
「コンクリートのひび割れおよびその補修が透気係数に及ぼす影響」16TD011 大石翔太 

一般にコンクリートの寿命は 30 年から 60 年間といわれており，1960 年代，日本の高度経済成長期
に作られた“インフラ”が寿命といわれる年数に差し掛かってきています。現在ではそのコンクリート構
造物などの維持管理が重要視されてきています。 
その中で近年ではコンクリート表層部の品質を評価する方法として，Torrent 法による透気試験の採

用事例が増加しつつあります。Torrent 法で求まる透気係数については，非破壊であり比較的試験が容
易である反面，測定条件や測定対象が極めて限定的であるなどの課題も残っています。透気係数は材
料的品質であり，これが構造的要因によって生じるひび割れの影響を受けることは適切な評価とはい
えません。そこで，本研究では梁供試体にひび割れを発生させ，そのひび割れを補修した場合に，透
気係数を適切に測定することが可能か否かを実験的に検証しました。 
ひび割れの発生方法を曲げ強度試験の載荷と同様の方法で行いましたが，想定したひび割れの発生

とは異なり，ひび割れのコントロールが難しいと実感しました。本研究で一番工夫した点は，透気試
験では測定の際に微細な隙間から外気を吸引し，透気係数が変動します。その影響をできるだけ無く
すため，補修箇所の養生を入念に行いました。ひび割れ表層付近だけの補修では，透気係数の測定は
可能となるものの，材料品質を適切に評価していない可能性があり留意が必要です。今後の課題とし
て，ひび割れ深部まで充填補修した場合の透気係数の妥当性を検証する必要があります。もし，ひび
割れ深部まで充填補修して透気係数の測定が可能になった場合，透気試験がもっと維持管理に活用で
きると考えています。 
最後になりましたが，松尾栄治教授や飯田真生技能員のご指導と助言，研究室の仲間の協力もあり

研究をスムーズに進めることができ，とても充実した研究生活となりました。 

■指導教員のコメント
松尾栄治 

コンクリート構造物は「作る」から「守る（＝維持管理する）」の時代へ突入しています。限られた
予算の中でコンクリート構造物を適切に守るためには，適切な劣化診断を行って補修の優先順位をつ
ける必要があります。そのような背景からコンクリートの非破壊検査技術に注目が集まっており，大
石君は特に透気係数試験に着目し，その適用性について実験を行いました。現在主流となりつつある
透気試験は適用範囲がとても限定的で，「ひび割れが全くない面」かつ「凹凸がほとんどないツルンと
した面」にしか使えません。つまり，極めて健全な状態のコンクリートにしか使えないのです。世の
中のコンクリートはこんな状態のものは多くありません。特に劣化診断をしたいコンクリートには多
少のひび割れ（目に見えない程度のものも含む）が入っているのです。また，材料的にはよいコンク
リートでも設計で許容されるひび割れが入るケースは一般的です。そのような場合は透気試験をどう
使えばよいのでしょうか？という疑問が大石君の卒業研究のスタートです。ひび割れを補修しても適
切な透気係数が測れるわけではないことを示し，貴重な基礎データを得ることができたと思います。
卒業後もインフラの維持管理に携わることが多いでしょうから，卒業研究で培った「Back To The
Basic」の精神を忘れずに社会に役立つ仕事をしてくれるものと期待しています。
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■学生のコメント
「コンクリートのひび割れおよびその補修が透気係数に及ぼす影響」16TD011 大石翔太 

一般にコンクリートの寿命は 30 年から 60 年間といわれており，1960 年代，日本の高度経済成長期
に作られた“インフラ”が寿命といわれる年数に差し掛かってきています。現在ではそのコンクリート構
造物などの維持管理が重要視されてきています。 
その中で近年ではコンクリート表層部の品質を評価する方法として，Torrent 法による透気試験の採

用事例が増加しつつあります。Torrent 法で求まる透気係数については，非破壊であり比較的試験が容
易である反面，測定条件や測定対象が極めて限定的であるなどの課題も残っています。透気係数は材
料的品質であり，これが構造的要因によって生じるひび割れの影響を受けることは適切な評価とはい
えません。そこで，本研究では梁供試体にひび割れを発生させ，そのひび割れを補修した場合に，透
気係数を適切に測定することが可能か否かを実験的に検証しました。 
ひび割れの発生方法を曲げ強度試験の載荷と同様の方法で行いましたが，想定したひび割れの発生

とは異なり，ひび割れのコントロールが難しいと実感しました。本研究で一番工夫した点は，透気試
験では測定の際に微細な隙間から外気を吸引し，透気係数が変動します。その影響をできるだけ無く
すため，補修箇所の養生を入念に行いました。ひび割れ表層付近だけの補修では，透気係数の測定は
可能となるものの，材料品質を適切に評価していない可能性があり留意が必要です。今後の課題とし
て，ひび割れ深部まで充填補修した場合の透気係数の妥当性を検証する必要があります。もし，ひび
割れ深部まで充填補修して透気係数の測定が可能になった場合，透気試験がもっと維持管理に活用で
きると考えています。 
最後になりましたが，松尾栄治教授や飯田真生技能員のご指導と助言，研究室の仲間の協力もあり

研究をスムーズに進めることができ，とても充実した研究生活となりました。 

■指導教員のコメント
松尾栄治 

コンクリート構造物は「作る」から「守る（＝維持管理する）」の時代へ突入しています。限られた
予算の中でコンクリート構造物を適切に守るためには，適切な劣化診断を行って補修の優先順位をつ
ける必要があります。そのような背景からコンクリートの非破壊検査技術に注目が集まっており，大
石君は特に透気係数試験に着目し，その適用性について実験を行いました。現在主流となりつつある
透気試験は適用範囲がとても限定的で，「ひび割れが全くない面」かつ「凹凸がほとんどないツルンと
した面」にしか使えません。つまり，極めて健全な状態のコンクリートにしか使えないのです。世の
中のコンクリートはこんな状態のものは多くありません。特に劣化診断をしたいコンクリートには多
少のひび割れ（目に見えない程度のものも含む）が入っているのです。また，材料的にはよいコンク
リートでも設計で許容されるひび割れが入るケースは一般的です。そのような場合は透気試験をどう
使えばよいのでしょうか？という疑問が大石君の卒業研究のスタートです。ひび割れを補修しても適
切な透気係数が測れるわけではないことを示し，貴重な基礎データを得ることができたと思います。
卒業後もインフラの維持管理に携わることが多いでしょうから，卒業研究で培った「Back To The
Basic」の精神を忘れずに社会に役立つ仕事をしてくれるものと期待しています。

■学生のコメント
「熊本地震における住民のすまいの再建に関する調査研究－熊本県熊本市東区の半壊・一部損壊の

事例－」 16TD077 吉田 昌弘 

今回の研究では，震災時における避難・安否の確認・すまいの再建など，個々人の視点から見た災害
対応状況やすまいの再建過程を明らかにするために，4 名の被災者を対象に個別でヒアリング調査を実
施した。ヒアリング調査では特に 3 点を留意しながら実施したのでここで述べたい。 

１つ目は対象者の選定である。今回はすまいの再建過程を明らかにするために，本災害によって「す
まいを失った，あるいはすまいに損害を受けた」という条件に合致する被災者を選定した。なお，調査
対象とした被災者は，事件発生から約 3 年は経過しているが，恐怖の中で建物から脱出した等の体験を
もっており，思い出したくない出来事である可能性があるため，失礼のないよう慎重に調査の目的を説
明した。そして，調査を受けることに対し，理解と同意を得られた方に協力を依頼した。 

２つ目は質問項目である。性別・年齢・住所・被害状況・どんな支援制度を申請したか・再建方法等
の回答者の属性について対象者に質問した。調査する側から話しかけることで対象者との距離を縮め，
打ち解けることができるように心掛けた。対象者が話しやすくなる雰囲気作りが一番苦労した。 

３つ目は時系列にしたがい，話し手を妨げない進行方法である。地震発生後のすまいの再建過程をあ
きらかにする上で，時間は再建過程をつらぬく唯一の基軸である。時間の流れにそって，震災当日から
再建完了までの，対象者のとってきた行動やその背景，被災状況，すまいについて，被災者の直面する
様々な課題の経過などを設け，対象者の話題の展開にしたがい，会話の流れを妨げないようにして，は
なしの先をうながした。 

今回の卒業研究では，調査をする上で様々な困難はあったが，山田忠講師のご指導と助言のおかげで，
多くの知識を得ることができた。また，研究室の仲間と意見を出し合うなど切磋琢磨しながら一年間研
究を行うことができた。最後に，ヒアリング調査に協力してくださった対象者には心から感謝したい。 

■指導教員のコメント
山田 忠 

 吉田さんの卒業研究は，2016 年熊本地震の被災者が災害発生直後からどのような情報を取得してす
まいの再建を進めたかを丹念なヒアリング調査で明らかにしたものです。調査方法であるヒアリング調
査は事前準備が成功の鍵を握ります。対象者の選定，聞き取る内容と質問の準備，基礎知識がなければ
深く話を聞くことができないため知識取得が重要であり，調査を進めるにあたり大変な苦労があったと
思いますが，彼は，自ら学び考えてやり遂げました。成果として，被災者が取得する情報は時期により
相違すること，すまいの再建に関する意思決定時期が 1995 年の阪神淡路大震災に比べて遅いことを明
らかにしました。これらは今後の行政によるすまいの再建支援のあり方を検討するための基礎的な資料
として貴重です。また，成果を公表する卒業研究発表会において聞き手を魅了するプレゼンテーション
を行い，会場から高い評価を得ました。卒業後も吉田さんらしさを大切にし，活躍されることを願って
おります。 
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コンクリートのひび割れおよびその補修が透気係数に及ぼす影響 

 
16TD011 大石 翔太  

 

１．はじめに 

コンクリート構造物の維持管理が重要になる中，

非破壊検査に注目が集まっている 1)～3)。特にコンク

リートの表層品質の評価に用いられている透気試験

（Torrent 法）に注目した。Torrent 法は，コンクリー

トの内部から表層面へ空気を吸入し透気性を評価す

るため，ひび割れが発生している場所では測定でき

ない等，測定条件の制約が大きい。透気係数は材料的

品質であり，これが構造的要因によって生じるひび

割れの影響を受けることは適切な評価とはいえない。

そこで，本研究では梁供試体にひび割れを発生させ，

そのひび割れを補修した場合に，透気係数を適切に

測定することが可能か否かを実験的に検証した。 
 

２．実験方法および結果 

(1)使用材料と供試体 

 使用材料は普通ポルトランドセメント，海砂（表乾

密度 2.57g/cm3，吸水率 1.62%，単位容積質量 1.72kg/ℓ，

粗粒率 2.49），砕石（表乾密度 2.78g/cm3，吸水率 0.78％，

単位容積質量 1.67kg/ℓ，粗粒率 6.61），上水道水，AE

減水剤である。目標スランプ 8cm，空気量 4.5％で，

3種類の呼び強度を選定した。各配合を表－1に示す。 
各配合で円柱（φ100×200mm）を 3 体，梁供試体

（150×150×530mm）を 1 体作製し，円柱供試体を圧

縮試験に，梁供試体を透気試験の測定に用いた。 
(2)実験手順 

材齢 28 日における圧縮強度は，呼び強度 21 が

28.9N/mm2，呼び強度 30 が 47.0N/mm2，呼び強度 40

が 47.6N/mm2 であった。梁供試体には脆性破壊を防

ぐために引張補強筋（2-D13）を配置した。梁供試体

は水中養生を 28 日間施した後，供試体の含水率を

6％以下にするため恒湿恒温室（湿度60％，温度20℃）

で3週間乾燥させた。次に曲げひび割れを発生させ，

そのひび割れを補修した。補修には水分を用いたの

で補修後も 1 週間乾燥させた。ひび割れ発生の前後

と補修後で透気係数を測定した（図－1）。 

最初に，呼び強度 40 の梁に 3 等分点載荷を行った。

36kN でひび割れが発生したが，曲げ補強が過度であ

ったため，せん断応力により局部的に破損した。その

ため，呼び強度 21 と 30 の梁については，図－2の鉄

筋が上面になるように載荷を行った。各供試体の載

荷結果を表－2に示す。ひび割れの補修には，チョー

クタイプのものを用いた。これの特徴は，専門技術を

要さず誰でも簡単に施工可能であること，自己治癒

成分を有することであり，表層付近の補修に適して

いる。補修の状況を図－3に示す。 
透気係数は図－2のように，載荷下面において 3 ヶ

所を対象に，ひび割れ発生前後，補修後の 3 回測定

を行った。3 カ所測定した理由は，測定の繰返しの影

響および経時変化の影響を把握するためである。 

表－1 配合 

 

 

 

図－1 主な実験フロー 

 

 

図－2 供試体概要 

 

W C S G AE減水剤(g)

21 55.1 44.2 171 310 779 1064 1240

30 43.2 41.8 168 389 713 1074 1556

40 34.8 40.2 165 474 661 1064 1896

単位量（kg/m3）呼び強度
(N/mm2)

W/C
(%)

s/a
(%)

透気係数の測定①

透気係数の測定②

透気係数の測定③

ひび割れの発生

ひび割れの補修

比
較

断面図

側面図

平面図
（下面）

A=530mm

B=150mm

H=150mm

C=10mm

D13

P
ひび割れ

1 2 3
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３. 考察 

図－4～6 に透気係数の結果を呼び強度ごとに示す。 
呼び強度 21 において，②に曲げひび割れが発生し

て測定が不可能となり，①と③は透気係数の値がわ

ずかに増加した。呼び強度 30 も②に曲げひび割れが

発生して測定が不可能となり，①と③は透気係数の

値はほとんど変化しなかった。呼び強度 40 において

は，せん断破壊やひび割れが③付近で発生して測定

が不可能となった。また，①と②の透気係数の値も大

きくなったがこれは目視で確認できないひび割れが

存在したことが推測される。ひび割れを補修するこ

とにより，全く測定できなかった透気係数が，測定可

能にはなるものの，正確な値ではないと判断した。 
 
４．まとめ 

ひび割れ表層付近だけの補修では，透気係数の測

定は可能となるものの，材料品質を適切に評価して

いない可能性があり留意が必要である。今後の課題

として，ひび割れ深部まで充填補修した場合の透気

係数の妥当性を検証する必要がある。 
 
【参考文献】 

1) 野島ら：透気係数を用いたコンクリートの品質評

価と測定条件に関する実験的研究，コンクリート工

学年次論文集 Vol.36，pp.2134~2139，2014 

2) 渡邊ら：コンクリート中の水分量が表面透気係数

試験の透気係数および測定深さにおよぼす影響コン

クリート工学年次論文集 Vol.38，pp.2001~2006，2016 

3) 温品ら：表層透気試験で得られたコンクリート

表層品質の判定結果に関する一考察コンクリート工

学年次論文集Vol.34，pp.1738~1743，2012 

表－2 載荷結果 

 

 

図－3 補修状況 

 

 

図－4 呼び強度 21の実験結果 

 

 

図－5 呼び強度 30の実験結果 

 

 

図－6 呼び強度 40の実験結果 
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熊本地震における住民のすまいの再建に関する調査研究 

― 熊本県熊本市東区の半壊・一部損壊の事例 ― 

16TD077 吉田昌弘 

 

1. はじめに 

熊本地震は，熊本県熊本地方を震源として未曾有

の都市直下型地震となった。このような大規模な地

震が発生すると住宅に被害を受けることが多く，行

政は被災者にすまいの再建を支援することになる。

行政によるすまいの再建支援に関しては，阪神・淡路

大震災を契機に迅速，かつ正確に再建に関する情報

を発信することが求められるようになり，昨今の災

害では災害後から多くの情報が発信されている。し

かし，被災者が災害発生後からどのような情報を取

得し，すまいの再建をすすめたか調査した事例は少

ない。今後，行政によるすまいの再建の効果的な支援

を検討するには，各種災害からのすまいの再建事例

の蓄積が必要と考える。 

本研究では，熊本地震の被災者がたどったすまい

の再建過程の実態を明らかにし，過去の災害と比較

することで，今後の行政の情報発信のあり方につい

て検討した。 

 

2. 調査の概要 

調査対象地は，2016 年 4 月 14 日から 16 日までの

熊本地震で死者 85 人，重軽傷者 1,713 人の人的被害

と全壊 2,456 棟，半壊 15,219 棟，一部損壊 105,086

棟の住家被害が出た熊本県熊本市である。 

調査方法は，まず，熊本市が発行した災害記録誌を

もとに，熊本市が発災から約 1 年間に取り組んだ被

災者へのすまいの再建支援を時系列で把握した。次

に，被災者 4 人にヒアリング調査を行った（表-1）。

調査は，性別・年齢・住所・被害状況などの個人属性

を聞いた後，地震発生からすまいの再建が完了する

までの聞き取りを行った。なお，地震発生からすまい

の再建が完了するまでの聞き取りについては，対象

者のとってきた行動やその背景，直面する様々な課

題の経過などが把握できるように，話題の展開にし

たがい，会話の流れを妨げないように注意した。 

 

3. すまいの再建過程 

 ヒアリング調査の結果，地震発生当日からすまい

の再建方法を意思決定するまでの期間が「地震発生

から 1週間までの期間」「地震発生 1週間から 2週間

までの期間」「地震発生2週間から1ヶ月までの期間」

「地震発生 1ヶ月から半年までの期間」「地震発生半

年から 1年までの期間」「地震発生 1年以降」の 6つ

の区分にわかれた（表-2）。ここでは，今回明らかに

なった 6 区分において被災者が取得した情報及び行

動の特性について述べる。 

3.1 地震発生から 1週間までの期間 

 被災者は，地震が発生してからの避難行動，安否確

認や家屋の被害状況の確認を行った。また，熊本市の

ホームページやラジオ，Twitter・Facebook 等の SNS

から，地震の被害状況や避難勧告・指示，ライフライ

ンや交通機関の復旧情報を中心に情報を収集してい

た。この期間は，「目の前の状況を整理している期間」

であり，被災者はすまいの再建を検討しないことが

わかった。 

3.2 地震発生 1週間から 2週間までの期間 

 被災者は，被災建築物応急危険度判定調査で家屋

の大まかな被害状況を把握していた。また，すまい以

外の衣・食を災害前の水準に戻そうと，熊本市のホー

ムページやラジオ，Twitter・Facebook などの SNS，

テレビから，応急給水活動，炊き出し，コンビニエン

スストア・スーパーマーケットの営業情報など生活

関連の情報を中心に収集し，行動していた。この期間

表-1 ヒアリング調査対象者の概要 

 

対象者 被災時のすまいの住所 調査日 り災判定
A氏 熊本市東区弓削町 2019年10月14日 半壊

B氏 熊本市東区新南部 2019年10月10日 半壊

C氏 熊本市東区戸島西 2019年9月29日 半壊

D氏 熊本市東区長嶺南 2019年9月27日 一部損壊

表-2 対象者のすまいの再建過程 

 

時間軸 行動内容

地震発生から1週間までの期間 避難，安否確認・被害状況・生活関連情報を収集

地震発生1週間から2週間までの期間 被害状況を大まかに理解，生活関連情報を収集

地震発生2週間から1ヶ月までの期間 すまいの再建について情報を収集を開始

地震発生1ヶ月から半年までの期間 すまいの再建に向けて公的支援制度の申請を行う

地震発生半年から1年までの期間
・すまいの再建の方法について真剣に考える

・すまいの再建方法の情報を収集
・家族・親戚と相談，区役所に行って説明を聞く

1年以降 すまいの再建方法を決断する
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は，「現実を受け止める期間」であった。被災者は家

屋の大まかな被害状況を把握するが，すまいの再建

を検討していないことがわかった。 

3.3 地震発生 2週間から 1ヶ月までの期間 

被災者は，住家被害認定調査の判定結果から家屋

の被災程度の詳細を把握し，どのようなすまいの再

建方法や支援制度があるか知るために熊本市のホー

ムページなどからすまいの再建に関する情報を取得

するようになった。また，コンビニエンスストア・ス

ーパーマーケットも徐々に品揃えが豊富になり，食

糧の確保を行っている。この期間は衣・食・住のうち，

「衣と食がもとに戻る期間」であった。この頃から被

災者はすまいの再建に関する情報を収集し始めた。 

3.4 地震発生 1ヶ月から半年までの期間 

 被災者は，熊本市が発行した冊子「被災者支援制

度」から，申請可能なすまいの再建に関する各種支援

制度や問い合せ先などの情報を収集し，生活再建支

援金などすまいの再建に向けて各種支援金の申請を

行っていた。また，仮設住宅やみなし仮設住宅に入居

を希望する被災者は，仮設住宅を探し始める。この期

間は，対象者がすまいの再建に向けて各種支援金の

情報を収集し，申請しており，「すまいの再建の下準

備をする期間」であることがわかった。 

3.5 地震発生半年から 1年までの期間 

 被災者は，公営住宅に転居するか，自宅を建て替え

るかというすまいの再建方法について家族や親戚，

もしくは区役所に相談していた。また，熊本市のホー

ムページや冊子「被災者支援制度」や「被災者生活支

援情報」から被災した家屋の修理，解体・撤去支援や

転居・建て替えの支援等の情報を収集した。この期間

は，「すまいの再建方法を真剣に考える期間」である

ことがわかった。なお，家屋が一部損壊であった D氏

のみはこの期間にすまいの再建情報を収集したうえ

で，自宅の修理を決定していた。 

3.6 地震発生 1年以降 

 対象者は家族・親戚等と話し合った上で，すまいの

再建方法を真剣に考え，決断している。熊本市のホー

ムページから住宅ローンの補助などのすまいの再建

情報を収集し，自宅の建て替えを決定していた。この

期間は，「すまいの再建方法を決断する期間」である

ことがわかった。 

 

4. 比較検討 

 1995 年阪神淡路大震災のすまいの再建の事例 2)と

比較して，今後の行政によるすまいの再建情報の発

信のあり方について述べる。阪神淡路大震災では，兵

庫県の被災判定が「全壊」「半壊」「一部損壊」の被災

者を対象に調査を行っていたが，一様に発災から 1

週間以内にすまいに関する情報を必要として情報収

集を行い，発災から 1 ヵ月以内にすまいの再建方法

を決断していた。熊本地震では，発災 2週間から 1ヶ

月頃からすまいに関する情報を収集しはじめ，半壊

では発災から 1 年後に，一部損壊では発災後半年後

にすまいの再建方法の決断をしていた。 

上記より，阪神淡路大震災と熊本地震の被災者で

は，住まいの再建過程が相違することが示唆された。

行政は，災害後に被害状況の情報，生活関連情報とす

まいの再建情報を一様に発信しているため，被災者

が情報量の多さに困惑してしまう恐れがある。その

ため，情報を被害状況・生活関連情報・すまいの再建

情報に分類し，被災者が必要とする時期に発信する

ことが必要と考える。 

 

5. まとめ 

 本研究では熊本地震における被災者のすまいの再

建過程の実態を明らかにし，過去の災害と比較した。 

熊本地震では被災者が発災後 2 週間から 1 週間で

すまいの再建情報を収集し始め，半年から 1 年後以

降に住まいの再建方法を決定していた。 

阪神淡路大震災と熊本地震の事例を比較すると，

同じ半壊の被災者でもすまいの再建の情報取得や意

思決定のタイミングが相違していた。 

今後の行政の対応として，一度に様々な情報を発

信するのではなく，被害状況・生活関連情報・すまい

の再建情報のように分類し，被災者が必要とする時

期に発信することが必要と考える。 

なお，今後は「全壊」の被災者を調査する必要があ

る。 

 

参考文献 
1) 熊本市：平成 28 年熊本地震熊本市震災記録誌～復旧・復

興に向けて～発災からの１年間の記録，敷島印刷可物式会

社，655p，2018． 

2）木村怜欧，林春男，立木茂雄，浦田康幸：阪神・淡路大震

災後の被災者の移動とすまいの決定に関する研究，地域安

全学会論文集，NO.1， pp93-102，1999. 
77

卒業研究都市デザイン工学科　｜　2019 年度　優秀研究



　このコンテストは、私たちの住まい、地域、そして国土をよりよくするために、 将来に向けて考えるべきテー
マを、全国の高校生と一緒に考えるコンテスト形式のイベントです。 九州産業大学では、1993年から高校生
の設計技術を競う「建築設計競技」を毎年開催してきましたが、 2018年からアイデア部門を加え、「全国高等
学校プロジェクトコンテスト」通称「プロコン」としてリニューアルしました。 
　〈住居・インテリア〉の領域から〈建築〉の領域、さらに〈地域・コミュニティ〉の領域まで幅広い内容を
扱います。設計部門とアイデア部門があり、高校生であればどなたでも応募・参加できます。応募作品の中
から一次審査を通過した入選者には、秋の学園祭の時期に本学に来ていただき、最終発表会でプレゼンの上、
各賞の入賞者を決定します。

　飛行機、高速鉄道、高速道路、鉄道、幹線道路など、“大量に遠くまで速く” を目指す交通を「大きな強い交通」
と呼ぶことにします。大きな強い交通を形成すること、繋げることが都市の魅力と考えられてきました。

　一方で徒歩を拡充する交通を「小さな柔らかい交通」と呼ぶことにします。具体的には、車いす、自転車、
スケートボード、セグウェイ、ベビーカーなどです。

　大きな強い交通を各々の生活と接続するには、徒歩や小さな柔らかい交通が不可欠です。例えば徒歩が困難
な人（高齢者、小さな子供たちとその家族、妊婦、怪我をした人、身体的な障害がある人など）にとっては、「小
さな柔らかい交通」の充実が求められています。

　大きな強い交通を基軸にした都市や建築を作ることで豊かさや利便性を追求してきましたが、「小さな柔ら
かい交通」との接続や共存については、まだまだ考慮の余地がありそうです。

　そもそも大きな強い交通と繋がっていない地域や人口減少などで繋がりを絶たれた地域では、自動車だけが
交通を担っていますが、「小さな柔らかい交通」を基軸に都市や建築を考え直す必要があるのかもしれません。

　高齢者による事故の問題や運転免許など使用に制限がある自動車ですが、電動化や完全自動運転化されると
小さな柔らかい交通の役割を担えるかもしれません。

　このような状況をふまえて、「小さな柔らかい交通」による新しい都市や建築の空間のアイデアや実現可能
な具体的な案を求めます。

■建築都市工学部全国高等学校プロジェクトコンテストについて

来たれ、高校生！
グランプリ 12万円相当

「小さな柔らかい交通による新しい空間」

■課題について
2019年　第２回課題

グランプリ 12万円相当

〈地域・コミュニティ〉領域

〈建築〉領域

〈住居・インテリア〉領域　

　自動車郊外と呼ばれる自家用車を主要な交通とした住宅エリアで形成される地方都市では、自動車を運転で
きない子供や自動車を所有しない高齢者が移動の自由から疎外され、買い物難民の問題や高齢者の運転による
交通事故の問題などが起こっています。
　自動車も知られているように情報制御技術（AI) や情報伝達技術 (IOT) による自動運転化や電動化の変化を
とげようとしています。その変化でゆっくりと身近に誰にでもという可能性も見いだせそうです。そのような
小さな柔らかい交通としての自動車の可能性から自動車郊外都市の再生を考えてみるのはどうでしょうか？

　エレベーターやエスカレーター、動く歩道は、徒歩以外の移動を促す建築装置です。これらの建築装置の活
用方法を考えることで新しい建築空間を考えてみてはいかがでしょうか？
　また、自動運転化、電動化された自動車と建築との関係、建築にどのように取り込めるのかなども考えてみ
てください。自動運転を前提にした道路と建築の関係も大きく変わるのかもしれません。考えてみてください。
　近代には、サヴォワ邸（ル・コルビュジエ設計）やボルドーの住宅（レム・コールハース設計）など魅力的
な移動が主題の建築が生まれました。次世代の魅力的な移動の建築を考えてみてください。

　車いすでも入れますではなく、歩くことと車いすが共存するインテリア空間を生活の様々なシーンで考えて
みてはいかがでしょうか？もちろん、車いすだけでなくベビーカーや歩行器、スケートボードなどが徒歩と共
存するアイデアを期待します。
　さらに、車いす、ベビーカー、自転車、セグウェイなど徒歩をサポートする交通がインテリアから都市へと
シームレスで繋がり徒歩や自動運転化された自動車と共存する空間を考えてみてください。

＊9月28日に一次審査を行い、通過した 10 都府県 14 高等学校の 16 名が 11月４日に本校にて開催された最
終発表および審査会に参加しました。結果、グランプリ１点（12 万円相当）、金賞１点（６万円相当）、銀賞
２点（３万円相当）、銅賞３点（１万円相当）、奨励賞１点（５千円相当）が決定しました。

■部門について

■各領域からのメッセージ

～設計を学んでいる人も、学んでいない人も、自由にどちらの部門にも応募できます～

アイデア部門 b 設計部門a 
具体的なまち・建築・住宅・
インテリア・装置などの設計

（設計図面を提出） 

研究調査に基づいたアイデアの
提案（図表と文書を組み合わせ
た提案書を提出）
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〈地域・コミュニティ〉領域

〈建築〉領域

〈住居・インテリア〉領域　

　自動車郊外と呼ばれる自家用車を主要な交通とした住宅エリアで形成される地方都市では、自動車を運転で
きない子供や自動車を所有しない高齢者が移動の自由から疎外され、買い物難民の問題や高齢者の運転による
交通事故の問題などが起こっています。
　自動車も知られているように情報制御技術（AI) や情報伝達技術 (IOT) による自動運転化や電動化の変化を
とげようとしています。その変化でゆっくりと身近に誰にでもという可能性も見いだせそうです。そのような
小さな柔らかい交通としての自動車の可能性から自動車郊外都市の再生を考えてみるのはどうでしょうか？

　エレベーターやエスカレーター、動く歩道は、徒歩以外の移動を促す建築装置です。これらの建築装置の活
用方法を考えることで新しい建築空間を考えてみてはいかがでしょうか？
　また、自動運転化、電動化された自動車と建築との関係、建築にどのように取り込めるのかなども考えてみ
てください。自動運転を前提にした道路と建築の関係も大きく変わるのかもしれません。考えてみてください。
　近代には、サヴォワ邸（ル・コルビュジエ設計）やボルドーの住宅（レム・コールハース設計）など魅力的
な移動が主題の建築が生まれました。次世代の魅力的な移動の建築を考えてみてください。

　車いすでも入れますではなく、歩くことと車いすが共存するインテリア空間を生活の様々なシーンで考えて
みてはいかがでしょうか？もちろん、車いすだけでなくベビーカーや歩行器、スケートボードなどが徒歩と共
存するアイデアを期待します。
　さらに、車いす、ベビーカー、自転車、セグウェイなど徒歩をサポートする交通がインテリアから都市へと
シームレスで繋がり徒歩や自動運転化された自動車と共存する空間を考えてみてください。

＊9月28日に一次審査を行い、通過した 10 都府県 14 高等学校の 16 名が 11月４日に本校にて開催された最
終発表および審査会に参加しました。結果、グランプリ１点（12 万円相当）、金賞１点（６万円相当）、銀賞
２点（３万円相当）、銅賞３点（１万円相当）、奨励賞１点（５千円相当）が決定しました。

■部門について

■各領域からのメッセージ

～設計を学んでいる人も、学んでいない人も、自由にどちらの部門にも応募できます～

アイデア部門 b 設計部門a 
具体的なまち・建築・住宅・
インテリア・装置などの設計

（設計図面を提出） 

研究調査に基づいたアイデアの
提案（図表と文書を組み合わせ
た提案書を提出）
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審査委員長　住居・インテリア学科　教授　福山 秀親総評

三重県立四日市工業高等学校　日紫喜 華乃　[ 設計部門 ]

「　町の郵便受　」

グランプリ

　提示されたテーマに沿った空間の設計とアイデアの提案を全国の高校生から募る「プロジェク
ト・コンテスト（通称プロコン）」の第２回の課題は、「小さな柔らかい交通による新しい空間」
であった。小さな柔らかい交通とは、徒歩や徒歩を拡充する交通を指している。具体的には、
車いす、ベビーカー、自転車、スケートボード、セグウェイやそして徒歩である。今後は完全
自動運転化、電動化される新しいタイプの自動車も小さな柔らかな交通を担う可能性が示唆さ
れている。飛行機、鉄道など大量に遠くまで速くを目指す交通（大きな強い交通）を基軸にした
都市や建築を作ることで豊かさや利便性を追求してきた。一方で高齢者や小さな子供とその家
族、妊婦、身体に障害がある人などの移動が困難な方や、そもそも大きな強い交通と繋がって
いない地域の方々、人口減少で繋がりを絶たれた地域の方々は移動の困難さを強いられている。
そのような現状認識を共有した上で高校生へ、移動や交通と建築や都市空間の新しい関係を問
いかけたつもりである。人間にとって重要な行為の一つである移動。そして誰しもが自らの力
では移動が困難な状態で生まれ、そして人生の後半は移動が困難な状況に置かれる可能性が高
い。そのような移動行為に焦点を当てて都市空間や暮らしの空間を再考すべし、と。この取り
組みやすいと言えないテーマ、問いに対して興味深い応答が寄せられた。そして応募案のなか
ら選定された最終審査会のプレゼンテーションの場に遠方より移動して集まってきてくれた若
い応答主たちとのやりとり、共にした時間は、移動や交通は人という物体だけでなく心や思い
や思想が行き通うことだと改めて気づかせてくれた。楽しい時間だった。

　暮らしの中で違和感を感じた事象に目を向け、考察を行い、空間設計や場の設計という手法で
その違和感を好ましい風景に変えていく、しかも一面的ではなく多面的、多層的なアイデアを重
ねることでリアリティーを獲得する風景を描くことに成功している。受賞者は三重県北部の山深
い農業の町に居住している。のどかな町の病院の朝の風景を少し異様だと感じる。診察が始まる
一時間以上前から多くの高齢者が集まり話をしている風景を。そして調べてみると「病院のサロ
ン化」という全国各地で議論されてる社会問題だと知る。一方で普段使ってるスマホに目をむけ
る。インターネットで買い物もできる。そして「配達に関する問題」に気がつく。これらの社会
問題に対して「町の郵便受」という新しいプログラムの空間、場の構想を重ねてみる。今の社会
で役割を感じなくなったおばあちゃんたちが団らんをしながら町に届いた荷物を仕分ける。賑や
かに話をしながら、笑い声も混じることだろう。仕分けた荷物をおばあちゃんキャスターと呼ぶ
もので各住戸に配る。またあちらこちらで話をしたり、留守の家を見守るように確認したり、、、。
受賞者は、施設空間の設計だけでなく、施設運営のプログラム設計、おばあちゃんと荷物の時間
軸での行程設計、そしておばあちゃんキャスターのプロダクトデザインまで丁寧に設計してい
る。そのことで生き生きと情景、風景が浮かんでくる。この町だけでなく全国の町に「町の郵便受」
が存在する社会を望んでしまう。

小さなことでも、大きなことでも、みんなのアイデアで私たちの住環境をより良くしま
しょう。〈住居・インテリア〉〈建築〉〈地域・コミュニティ〉の領域を対象に、どの部分でも、
どのような側面からでも結構です。日本国内の高等学校に在籍する生徒であれば、どな
たでも参加できます（高等専門学校は除く）。図面等を用いて設計提案する「設計部門」と、
スケッチやダイアグラムでアイデアを表現する「アイデア部門」のどちらかを選択し、
挑戦してください。多くの高校生のフレッシュなアイデアをお待ちしています。

九 州 産 業 大 学  第 ２ 回  建 築 都 市 工 学 部
全 国 高 等 学 校 プ ロ ジ ェ ク ト コ ン テ ス ト

c h i s a n a  y a w a r a k a i  k o t u
 n i y o r u  a t a r a s h i  k u k a n

■グランプリ賞品：12万円相当
■応募締切：2019年9月2日

応募作品に対する一次審査通過者を
九州産業大学（福岡市）に招待し、最
終プレゼンテーションの結果、グラン
プリ以下の各賞を決定します。
＊裏面に応募要項

▲ 2019 年度プロジェクトコンテスト募集ポスター80
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審査委員長　住居・インテリア学科　教授　福山 秀親総評

三重県立四日市工業高等学校　日紫喜 華乃　[ 設計部門 ]

「　町の郵便受　」

グランプリ

　提示されたテーマに沿った空間の設計とアイデアの提案を全国の高校生から募る「プロジェク
ト・コンテスト（通称プロコン）」の第２回の課題は、「小さな柔らかい交通による新しい空間」
であった。小さな柔らかい交通とは、徒歩や徒歩を拡充する交通を指している。具体的には、
車いす、ベビーカー、自転車、スケートボード、セグウェイやそして徒歩である。今後は完全
自動運転化、電動化される新しいタイプの自動車も小さな柔らかな交通を担う可能性が示唆さ
れている。飛行機、鉄道など大量に遠くまで速くを目指す交通（大きな強い交通）を基軸にした
都市や建築を作ることで豊かさや利便性を追求してきた。一方で高齢者や小さな子供とその家
族、妊婦、身体に障害がある人などの移動が困難な方や、そもそも大きな強い交通と繋がって
いない地域の方々、人口減少で繋がりを絶たれた地域の方々は移動の困難さを強いられている。
そのような現状認識を共有した上で高校生へ、移動や交通と建築や都市空間の新しい関係を問
いかけたつもりである。人間にとって重要な行為の一つである移動。そして誰しもが自らの力
では移動が困難な状態で生まれ、そして人生の後半は移動が困難な状況に置かれる可能性が高
い。そのような移動行為に焦点を当てて都市空間や暮らしの空間を再考すべし、と。この取り
組みやすいと言えないテーマ、問いに対して興味深い応答が寄せられた。そして応募案のなか
ら選定された最終審査会のプレゼンテーションの場に遠方より移動して集まってきてくれた若
い応答主たちとのやりとり、共にした時間は、移動や交通は人という物体だけでなく心や思い
や思想が行き通うことだと改めて気づかせてくれた。楽しい時間だった。

　暮らしの中で違和感を感じた事象に目を向け、考察を行い、空間設計や場の設計という手法で
その違和感を好ましい風景に変えていく、しかも一面的ではなく多面的、多層的なアイデアを重
ねることでリアリティーを獲得する風景を描くことに成功している。受賞者は三重県北部の山深
い農業の町に居住している。のどかな町の病院の朝の風景を少し異様だと感じる。診察が始まる
一時間以上前から多くの高齢者が集まり話をしている風景を。そして調べてみると「病院のサロ
ン化」という全国各地で議論されてる社会問題だと知る。一方で普段使ってるスマホに目をむけ
る。インターネットで買い物もできる。そして「配達に関する問題」に気がつく。これらの社会
問題に対して「町の郵便受」という新しいプログラムの空間、場の構想を重ねてみる。今の社会
で役割を感じなくなったおばあちゃんたちが団らんをしながら町に届いた荷物を仕分ける。賑や
かに話をしながら、笑い声も混じることだろう。仕分けた荷物をおばあちゃんキャスターと呼ぶ
もので各住戸に配る。またあちらこちらで話をしたり、留守の家を見守るように確認したり、、、。
受賞者は、施設空間の設計だけでなく、施設運営のプログラム設計、おばあちゃんと荷物の時間
軸での行程設計、そしておばあちゃんキャスターのプロダクトデザインまで丁寧に設計してい
る。そのことで生き生きと情景、風景が浮かんでくる。この町だけでなく全国の町に「町の郵便受」
が存在する社会を望んでしまう。
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三重県立伊勢工業高等学校　橘 優衣　[ アイデア部門 ]

「　駅から神宮 ( 外宮 ) までの日影のMaaS　」

金賞

静岡県立浜松工業高等学校　村上 莞和　[ 設計部門 ]

「　移動する商店街　」

銀賞

静岡県立島田工業高等学校　中澤 凌大　[ 設計部門 ]

「　まちモビ　」

銀賞

　MaaS(モビリティ・アズ・サービス「マース」）、スマートホンなどの情報端末を用いて交通情報
を提供し新しい移動の組み立てを可能にするモノである。受賞者はこのマースを新しい小さな柔
らかい交通ととらえ自らの生活圏での「私のマース」を提案した。徒歩ルートを日影と日向と季節
に応じて表示が可能なアイデアである。受賞者は自らの生活圏が観光地であることからこのアプ
リケーション・システムが日常的な生活者だけでなく観光客の熱中症対策にも有効と考える。日
常的でない場所に訪れることを観光と呼ぶのであれば、観光にこそ有効である。そういう意味で
受賞者がこのシステムと観光を結びつけたのは素晴らしい視点だと言える。三重県の伊勢市駅か
ら伊勢神宮外宮までをルートとし、周辺の建物の階数を調査し太陽高度の関係から日影 MaaSの
シュミレーションを示す。もちろん他の簡易的な電子計算機（パーソナルコンピューターなど）と
市販されているアプリケーションを使用すれば安易に到達できる資料かもしれないが原理を知る
上では重要な作業であったと考える。またそこに投じられた熱意も感じる。またアーケードなど
の物理的空間装置ではなく、「必要なのはその場その瞬間にどこにどんな影ができるかということ
です」と指摘してるように目的を見据える力を大いに評価したい。蛇足であるが「私のマース」と
いうネーミングは受賞者自身が肌の弱いアレルギーを抱えてることから、私の悩み、問題から取
り組み、その解決のアイデアを観光という広がりに接続した構想力も評価したい。

　買い物難民と呼ばれる問題は、鉄道などの公共交通機関と自動車などの個人的な交通との組
み合わせで居住地を定めてきた者が交通事情の変化で生活を維持する買い物もままならない状
況を示す事象のことである。受賞者は鉄道やトラックによって運ばれてくるコンテナを設置し
地域ごとのニースにあった商店街のアイデアを提示する。移動を前提にするコンテナの特性を
活かして内容、プログラム、規模はコンテナごと取り替えることで対応する。また移動が困難
になった方々へ、商店側が移動し、より近隣への設置により解決を図る。商品を運ぶというよ
り商店を運ぶという発想は、私たちが必要としているのは、単なる物質のみならず商品を介在
とした人々のやりとりを示唆していて興味深い。

　受賞者の居住地は飛行場、高速道路、鉄道などの交通は充実しているがそれらの交通と市民
の生活と接続する交通は充実していないと感じる。いや、大きな強い交通が充実するにつれ逆に、
本通り商店街や町の中心市街地に賑わいがなくなってる現実に目を向ける。その現実を直視し
て、その活性化案を自動運転化される自動車との関係を踏まえて提示した。自動車との関係だ
けでなく市街地の中に人々を惹きつけるポイントを新たに見いだし拠点化するアイデアも盛り
込んでいる。今回のテーマに真っ正面から向かい合った提案だったかもしれない。

滋賀県立彦根工業高等学校　松本 拓真　[ 設計部門 ]

「　～人が行き交う大通り～　」

銅賞

大阪市立都島工業高等学校　山田 椋太　[ アイデア部門 ]

「　ライジングボラ－ドライト　」

銅賞

佐賀県立佐賀工業高等学校　黒田 昇民　[ アイデア部門 ]

「　ノルンバ　」

「　地下道路の空間　」

銅賞

大阪市立都島工業高等学校 　前薗 祐輝　[ アイデア部門 ]奨 励 賞

　身近な存在であるおばあ様とその家族三世代の住まいの提案である。高齢であることで歩く
行為や車椅子での移動を考慮して住宅全体に大胆な土間空間を取り入れる。この土間を老夫婦
の動線をたどるように配置し、寸法も十分に取られる。結果的には、その土間は老夫婦のスムー
ズな移動のためだけでなく、子供達の遊び場や家族同士の繋がり、外部の自然要因（光や風）、
そして外部の人間との繋がりも促されることを示すことに成功している。

　都心から離れた地域の夜間の照明に対するアイデアである。時間帯や状況に応じて車両の進
入を制御するストリートファニチャーであるライジングボラードの上下する機構を応用して街
灯として活用する提案である。照明が必要ではない時間帯は存在を消すことから移動の障害に
ならない。また、逆に昼間でも災害時や緊急時の避難誘導装置としての活用も示される。既存
の装置を多様な目的、機能を担わせる柔らかい発想が評価された。

　受賞者の登校途中に多くの水路が存在する。その水路を活用した移動装置「ノルンバ」の提案
である。移送装置のみならず、水路を移動経路として復活させることで現状とは違う視点での
町づくりも示唆されている。操作は携帯端末を使用するとのこと。単なる懐古主義ではない。
携帯端末を操りながら水路に私だけの移動手段が現れる。そう、この「ノルンバ」は、一人乗り、
二人乗りの二種類しか用意されていない。あくまでも、個人の移動手段として構想されている。
個人のペースで、個人の都合で、思いのままに水路を流していくのである。

　道路と道路が立体的に交差する、特に一方が地下空間を利用しながらの立体交差の問題点を
植物と光によって解決案を提示した。身近の風景を当たり前、しょうがない、と捉えず問題を
発見する。その姿勢を評価された。現状を視点の位置を変えることで問題を浮かび上がらせ、
その問題に対する解決案を構想する。都市や建築は、いつも現状として私たちの前にある。そ
して、その現状は動かしがたく映るが、決してそうではない。そのことを提示してくれた。
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三重県立伊勢工業高等学校　橘 優衣　[ アイデア部門 ]

「　駅から神宮 ( 外宮 ) までの日影のMaaS　」

金賞

静岡県立浜松工業高等学校　村上 莞和　[ 設計部門 ]

「　移動する商店街　」

銀賞

静岡県立島田工業高等学校　中澤 凌大　[ 設計部門 ]

「　まちモビ　」

銀賞

　MaaS(モビリティ・アズ・サービス「マース」）、スマートホンなどの情報端末を用いて交通情報
を提供し新しい移動の組み立てを可能にするモノである。受賞者はこのマースを新しい小さな柔
らかい交通ととらえ自らの生活圏での「私のマース」を提案した。徒歩ルートを日影と日向と季節
に応じて表示が可能なアイデアである。受賞者は自らの生活圏が観光地であることからこのアプ
リケーション・システムが日常的な生活者だけでなく観光客の熱中症対策にも有効と考える。日
常的でない場所に訪れることを観光と呼ぶのであれば、観光にこそ有効である。そういう意味で
受賞者がこのシステムと観光を結びつけたのは素晴らしい視点だと言える。三重県の伊勢市駅か
ら伊勢神宮外宮までをルートとし、周辺の建物の階数を調査し太陽高度の関係から日影 MaaSの
シュミレーションを示す。もちろん他の簡易的な電子計算機（パーソナルコンピューターなど）と
市販されているアプリケーションを使用すれば安易に到達できる資料かもしれないが原理を知る
上では重要な作業であったと考える。またそこに投じられた熱意も感じる。またアーケードなど
の物理的空間装置ではなく、「必要なのはその場その瞬間にどこにどんな影ができるかということ
です」と指摘してるように目的を見据える力を大いに評価したい。蛇足であるが「私のマース」と
いうネーミングは受賞者自身が肌の弱いアレルギーを抱えてることから、私の悩み、問題から取
り組み、その解決のアイデアを観光という広がりに接続した構想力も評価したい。

　買い物難民と呼ばれる問題は、鉄道などの公共交通機関と自動車などの個人的な交通との組
み合わせで居住地を定めてきた者が交通事情の変化で生活を維持する買い物もままならない状
況を示す事象のことである。受賞者は鉄道やトラックによって運ばれてくるコンテナを設置し
地域ごとのニースにあった商店街のアイデアを提示する。移動を前提にするコンテナの特性を
活かして内容、プログラム、規模はコンテナごと取り替えることで対応する。また移動が困難
になった方々へ、商店側が移動し、より近隣への設置により解決を図る。商品を運ぶというよ
り商店を運ぶという発想は、私たちが必要としているのは、単なる物質のみならず商品を介在
とした人々のやりとりを示唆していて興味深い。

　受賞者の居住地は飛行場、高速道路、鉄道などの交通は充実しているがそれらの交通と市民
の生活と接続する交通は充実していないと感じる。いや、大きな強い交通が充実するにつれ逆に、
本通り商店街や町の中心市街地に賑わいがなくなってる現実に目を向ける。その現実を直視し
て、その活性化案を自動運転化される自動車との関係を踏まえて提示した。自動車との関係だ
けでなく市街地の中に人々を惹きつけるポイントを新たに見いだし拠点化するアイデアも盛り
込んでいる。今回のテーマに真っ正面から向かい合った提案だったかもしれない。

滋賀県立彦根工業高等学校　松本 拓真　[ 設計部門 ]

「　～人が行き交う大通り～　」

銅賞

大阪市立都島工業高等学校　山田 椋太　[ アイデア部門 ]

「　ライジングボラ－ドライト　」

銅賞

佐賀県立佐賀工業高等学校　黒田 昇民　[ アイデア部門 ]

「　ノルンバ　」

「　地下道路の空間　」

銅賞

大阪市立都島工業高等学校 　前薗 祐輝　[ アイデア部門 ]奨 励 賞

　身近な存在であるおばあ様とその家族三世代の住まいの提案である。高齢であることで歩く
行為や車椅子での移動を考慮して住宅全体に大胆な土間空間を取り入れる。この土間を老夫婦
の動線をたどるように配置し、寸法も十分に取られる。結果的には、その土間は老夫婦のスムー
ズな移動のためだけでなく、子供達の遊び場や家族同士の繋がり、外部の自然要因（光や風）、
そして外部の人間との繋がりも促されることを示すことに成功している。

　都心から離れた地域の夜間の照明に対するアイデアである。時間帯や状況に応じて車両の進
入を制御するストリートファニチャーであるライジングボラードの上下する機構を応用して街
灯として活用する提案である。照明が必要ではない時間帯は存在を消すことから移動の障害に
ならない。また、逆に昼間でも災害時や緊急時の避難誘導装置としての活用も示される。既存
の装置を多様な目的、機能を担わせる柔らかい発想が評価された。

　受賞者の登校途中に多くの水路が存在する。その水路を活用した移動装置「ノルンバ」の提案
である。移送装置のみならず、水路を移動経路として復活させることで現状とは違う視点での
町づくりも示唆されている。操作は携帯端末を使用するとのこと。単なる懐古主義ではない。
携帯端末を操りながら水路に私だけの移動手段が現れる。そう、この「ノルンバ」は、一人乗り、
二人乗りの二種類しか用意されていない。あくまでも、個人の移動手段として構想されている。
個人のペースで、個人の都合で、思いのままに水路を流していくのである。

　道路と道路が立体的に交差する、特に一方が地下空間を利用しながらの立体交差の問題点を
植物と光によって解決案を提示した。身近の風景を当たり前、しょうがない、と捉えず問題を
発見する。その姿勢を評価された。現状を視点の位置を変えることで問題を浮かび上がらせ、
その問題に対する解決案を構想する。都市や建築は、いつも現状として私たちの前にある。そ
して、その現状は動かしがたく映るが、決してそうではない。そのことを提示してくれた。
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88
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建築学科のオープンキャンパスについて 
建築学科のオープンキャンパスにおける展⽰

は⼤きく３つに分かれます。  

具体的には、在学⽣の優秀作品の展⽰ブース、

進学相談コーナーおよび体験ブースの３つです。

これら 3 つのブースそれぞれについて学⽣が主

体的に案内をします。 

 まず、建築学科の展⽰ブースがある製図室に⼊

ると、学⽣が担当している受付（写真①）があり

ます。ここで来場登録をした後、学⽣が同⾏し案

内を⾏います。可能な限り来訪の⽅の出⾝地や出

⾝校を考慮のうえ、応対者を選定しています。 

最初の優秀作品の展⽰ブースは、1 年次から卒

業設計まで、学⽣の作品を学年進⾏にあわせて展

⽰してあります。そのため、本学に⼊学した学⽣

の成⻑を垣間⾒ることができます。（写真②、写真

③） 

 展⽰作品を鑑賞し終えると、教員と学⽣による

進学相談ブースが設けてあります。（写真④） 

 ここでは、⼊試やカリキュラムなどについて知 

 

 

りたいことや不明な点について、教員や在学⽣か

らアドバイスを受けることができます。 

 そして、最後のブースでは建築業界でも⽤いら

れている先端技術の VR（写真⑤）と３D プリン

タと同様の技術である３D ペン（写真⑥）を体験

することができます。 

 VR では、世界の有名建築を、ゴーグルを通し

て体験します。VR は近年住宅展⽰場や施⼯管理

の現場で取り⼊れられつつある最先端の技術で

す。関連するアプリケーションもどんどん開発さ

れ、⾝近なものになりつつあります。 

また、３D ペンのブースでは、⽊型に合わせて

フィラメントを加⼯し、⽴体物を作成します。こ

のペンがロボットアームで動かされるようにし

たものが３D プリンタです。すでに、諸外国の⼀

部地域では、３D プリンタで実際に家を建設する

取り組みが⾏われています。 

 「他では体験できないことが体験できる」建築

学科のブースを是⾮訪れてください。 

写真①	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真②	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真③	

写真④	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真⑤	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真⑥	
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オープンキャンパス紹介	

	 本学では、毎年夏にオープンキャンパス（以

下 OC とする）を開催しています。OC は、受験

生や保護者の方々に役に立つ情報を提供する体

験型イベントです。大学案内や大学ホームペー

ジだけではわからない、本学の学部・学科のこ

と、大学生活のこと、キャンパスの雰囲気など

を実際に「見て」「体験」することでより理解を

深めることができるため、進路選択の際の重要

な場となります。	

	 これから、住居・インテリア学科（以下本学

科とする）の OC の内容をご紹介します。主に以

下の内容を実施しています。（毎年、若干内容の

変更があります。）	

① 学科紹介・研究室紹介パネルの展示と教員・

学生による解説	

② 学科一押しコーナー	

③ オープンラボ（研究室ゼミを見学できる）	

④ 体験実習	

⑤ 優秀作品展示	

⑥ 学科相談コーナー	

いくつかの内容について詳細をご紹介します。	

【学科・研究室紹介について】	

	 大学案内に記載している内容をベースに、本

学科の特色、カリキュラム、進路先など、実際

に教員や学生と話をしながら理解を深めること

ができます。また、研究分野は計画意匠・環境

設備・構造施工まで、学生の興味関心に応える

多彩な研究者が在籍しています。	

【学科一押しについて】	

	 本学科の話題のプログラムや目指すべき方向

性を示したプログラムの紹介をしています。

2019 年は『住居の未来	 社会実験研究プログラ

ム』『空き家・空き部屋再生活動	 社会貢献活動』

『団地解剖ミュージアム教育プログラム』の３

つを紹介しました。	

【オープンラボ】	

	 研究活動について実際に使用している実験機

器や図面・模型、関連書籍などを用いて説明し

ます。その他、授業の様子や大学生活などの質

問に在学生が答えます。	

	

写真１	オープンラボの様子	

【優秀作品展示】	

	 設計課題から卒業研究までの図面、模型、論

文などを展示しています。どのような授業があ

り、本学科で学ぶと何ができるようになるのか、

一部ではありますが、垣間見ることができます。	

	

写真２	優秀作品展示の様子	

	 以上、簡単ではありますが住居・インテリア

学科の OC を紹介しました。本学科に興味のある

方は、ぜひ、OC に参加して、教員や学生と意見

を交わして、良い進路選択につなげていただけ

たらと思います。	

文：住居・インテリア学科 OC 担当	 吉村（助教）	
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オープンキャンパス報告 

 
九州産業大学では、2019 年 7 月 21 日（日）

に予定していたオープンキャンパスが台風の
影響により 7 月 28 日（日）に順延での開催と
なりました。前年度までは夏と秋の 2 回実施し
てきたオープンキャンパスですが、今年からは
夏だけの開催となりました。それに代わって、
秋には 9 月 29 日（日）に Campus Seminar 
Autumn が、冬には 12月 22 日（日）に Campus 
Seminar Winter が開催されました。こちらは初
めてのイベントであり、やや入試相談会的な要
素が強いイベントと位置付けられます。さらに、
春の 3 月 29 日（日）には Campus Festa とい
うこれまた初めてのイベントが開催されます。
こちらは次年度に高校3年生となる学年を対象
としたもので、学術的な要素を強めた進路ガイ
ダンスと位置付けられています。 
さて、今年のオープンキャンパスですが、都

市デザイン工学科では、「波からエネルギーを
獲得する（羽田野袈裟義研究室）」、「風景と環境
と減災のはなし（山下三平研究室）」、「土のリサ
イクルのはなし（林泰弘研究室）」、「コンクリー
トでミニモアイ像・ダースベイダーを作ってみ
よう（松尾栄治研究室）」、「自然との共生に向け
てのはなし（内田泰三研究室）」、「波を防ぐ防波
堤（横田雅紀研究室）」、「地震に対する構造物の
揺れ方を比べてみよう（奥村徹研究室）」、「まち
の防災のはなし話（山田忠研究室）」と銘打って
各研究室の内容を紹介しました。パネルやミニ
実験など、高校生を惹きつける魅力的なブース
作りに事前から精力的に準備しました。また、
学科説明会も同時進行で実施しました。 

当日は、今年も高校生や保護者など、200名
を超える多くの来場者がありました。各研究室
の学生諸君も緊張しつつも自分たちが日頃取
り組んでいる研究の内容を説明していました。
人に説明をすることで自分たちの理解も一層
深まったように思います。特に事前練習に余念
のない研究室ではアカデミックな雰囲気を醸
し出してくれていました。全体的にも、都市デ
ザイン工学科の明るく楽しい雰囲気が来場者
の方々に十分に伝わったようです。また来年も
頑張って盛り上げてくれることを期待してい
ます！ 

 

 
写真-1 熱心に説明する学生諸君 

 

 
写真-2 作ったコンクリート作品 
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ABC 建築道場 

　ABC建築道場は 2011年からはじまり 2018 
年度で 8 年目を迎えました。きっかけは 2011 

年に３年生であった数名の学生が、私が現役の
建築家だということを知って、建築サークルを
立上げたいとの相談からでした。 
　話は少しそれますが、建築学科は日本では工

学分野であり、エンジニア（技術者）を育成す
ることを目的としていますが、欧米では建築学
や芸術学の分野で、技術のみならず美学的な能
力も兼ね備えているアーキテクト（建築家）を
育成します。そのため、日本の建築教育は一級
建築士資格取得を前提としたカリキュラムと
して技術的知識を優先して組まざるをえませ
ん。しかしながら、ものづくりで一番必要な能
力は、クリエイティビティ（想像力）、他者との
協調性、統合力です。そこを鍛えようと思う
と、４年間のカリキュラムでは収まらなくなり
ます。そのため、ABC 建築道場では授業を補う

教育として以下のような活動を行っています。 

１）しゅうまい
テーマを決めて、模型で空間デザインを表現し
議論を行ってみんなで一位を決めます。毎週
やるから「しゅうまい」なのですが、造形力が
かなり鍛えられる「建築筋トレ」です。
２）建築レクチャーシリーズ

第一線で活躍している建築家・構造家などを招
聘して講演会を開催しています。単に講演を聴
講するだけでなく、講演者の講演テーマで「し
ゅうまい」をつくり、懇親会で勝手にプレゼン
テーションを行って批評を行ってもらってい
ます。そんな学生達を見たことないと講演者か
ら高い評価を頂き、就職やインターンシップの

受入れに結びついています。 
３）ABC 建築道場の展

毎春、学内で ABC 建築道場の活動展示会を行
っています。単なる展示ではなく、会場構成も
デザインして原寸で空間をつくります。また、
同時に講演会を開催し、講演者には「公開しゅ
うまい」の講評も行って頂いています。 
４）国内外ワークショップ

年に１度は学外のワークショップに参加して、
共通のテーマで他大学や外国の学生と建築で
競い合っています。また、グループ設計なので、
他者との協調性を身につけることができます。 
５）学外建築イベント

建築の甲子園と言われる「SDL卒業設計日本一
決定戦」や３年生以下の学生も参加できる
「Fukuoka Design Review」「tonica 北九州」な
どの全国規模の大会に出場して、日本二位や最
優秀賞など大変優秀な成績を収めています。 
 既に一期生は３名が一級建築士を取得し、３
名が自分の設計事務所を開設、１名が著名な設
計事務所でオリンピック施設の設計を担当し
ています。OBOG を含めた新年会や卒業設計
講評会も行っているので、世代を超えて上下間
での繋がりが強く、就職の相談など、私の手を
離れたところでも強い絆が生まれています。 

矢作昌生 
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北欧デザイン研究会

［研究会設立の経緯と主な活動］

　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災をきっかけ
に、これからの日本の在り方を考える上で、幸
福度や成熟度が高いとされる北欧諸国がよき参
考例になるのではとの考えのもと、北欧諸国の
文化、社会、デザインなどをテーマとしたイベ
ントを、学生ならびに協力者とともに、ボラン
ティアにて運営し、北欧を学び且つ楽しみなが
ら、その収益の一部を日本赤十字社を通して東
北地方に義援金として送る活動、東日本大震災
チャリティー・イベント「九州発 北欧展」が始
まることになりました。
　北欧デザイン硏究会は、その企画・運営をす
る為に出来た学生有志による会（顧問：小泉隆）
ですが、毎年の北欧展以外にも、北欧の建築や
デザインに関する研究会などを行っています。
　北欧展は 2011 年より、福岡を中心に、東京、
栃木、鹿児島、京都などで開催してきましたが、
これまでに総計約 700 万円の義援金を日本赤十
字社を通して、東北地方また熊本地震や北部九
州豪雨被災地などに送ってきています。

［2019年度の活動］

（１）「北欧の灯り展」の会場デザイン
　小泉隆研究室と日本フィンランドデザイン協
会共催による「北欧の灯り展　～照明デザイン
から見る灯りの文化～」を次の２会場で行いま
した。
・2019/7/4―7/31　新宿リビングセンターオゾン
・2019/9/7―11/3　長野県小海町高原美術館

　北欧デザイン研究会メンバーは、会場の展示
計画及び会場設営を行いました。

（２）北欧展 2019 第１弾   2019/11/2～4
九州産業大学「北欧チャリティCafe」
　本学の学園祭期間中、北欧の風景・建築写真
の展示・販売を行うほか、フィンランドのクリ
スマスの飲み物グルッギやコーヒーなどを販売
しました。

（３）北欧展 2019第２弾    2020/1/25 ～ 3/15
ロバーツコーヒー「チャリティトークイベント」　
「フィンランドデザインの幸せ」をテーマにし

たトークイベントを、フィンランドを代表する
コーヒーメーカーの日本第一号店ロバーツコー
ヒー福岡大名店にて、福岡スオミ・フィンラン
ド協会（2018 年設立）との共催で開催しました。
　各回のテーマと講師は以下の通りです。司会
進行及びリーフレット作成は、北欧デザイン研
究会のメンバーが行いました。
・01/25「フィンランドの豊か さ：子育て・教育・

働き方」坂根シルック（九州ルーテル学院大学）
・02/08 　「森の楽器　カンテレ」大西智子

（カンテレ奏者）
・02/15「フィンランドのガラスデザインについて」　

小西亜希子（エブリーディレクションズ代表）　
なお、次の２イベントは延期になった。
・02/23 　「子どもと旅する北欧フィンランド」

）ーターレトスライ（ エシナ
・03/15「深堀り「サウナ学」～フィンランドと

世界の公衆浴場事情～」こばやしあやな
（フィンランド在住、サウナ文化研究家）

記：小泉 隆　

▲北欧展 2019　第一弾＆第二弾リーフ ▲北欧の灯り展、小海町高原美術館、設営風景と記念撮影
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子どもたちへ自然の大切さを伝えよう！！

■九産大野生動植物研究会とは

私達，九産大野生動植物研究会は「地域の子供達・
大人の方々へ自然の大切さを伝えていく」事を
目的に 2008 年発足しました。発足からこれまで
に以下のような活動を行ってきました。

・ふれあい環境教室（唐原川）
・プールにおける環境教室（新宮町・立花小）
・子供たちとの立花山登山（立花山）
・唐原川清掃（唐原川）
・里山の保全活動（新宮町的野）など

■環境教育活動

九産大野生動植物研究会が発足して 10 年目とな
る今年度は「様々な地域の子供達へ地元の生き
物や自然環境の大切さを伝へよう！！」，「同時
に自らも成長しよう！！」の 2つをスローガン
として掲げ活動を行いました。ここでは，小学
生へ川の生き物の大切さを伝える活動「真夏の
大冒険！川の生き物を探そう！！」について紹
介します。

■真夏の大冒険！川の生き物を探そう！！

　新宮町の協力のもと，新宮町の小学生を対象
に，2018 年 8 月に唐原川において実施しました。
この活動では，「自然とふれあうことの楽しさ」，
「川の生き物の大切さ」を教えるため，小学生と
一緒に川に入り，生き物の種類による生息場所
の違いや捕まえ方などを教え，教室では捕まえ
た生き物の紹介をおこないました。最後に，捕
まえた生き物を川へ帰し，生き物の大切さを教
えました。参加した小学生から，「楽しかった」，
「来年も参加したい」などの良い感想をもらうこ
とができましたが，スタッフ側が上手く小学生
をまとめられない場面もあり、予定の終了時間
をオーバーしまったなどの課題もみられました。

■おわりに（私達の成長）

　私達は，今年度の様々な活動を通して，教え
ることの難しさ・楽しさを再認識できました。
そして，新たな活動への挑戦，今後の活動への
意識の向上がみられました。

北欧デザイン研究会

［研究会設立の経緯と主な活動］

　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災をきっかけ
に、これからの日本の在り方を考える上で、幸
福度や成熟度が高いとされる北欧諸国がよき参
考例になるのではとの考えのもと、北欧諸国の
文化、社会、デザインなどをテーマとしたイベ
ントを、学生ならびに協力者とともに、ボラン
ティアにて運営し、北欧を学び且つ楽しみなが
ら、その収益の一部を日本赤十字社を通して東
北地方に義援金として送る活動、東日本大震災
チャリティー・イベント「九州発 北欧展」が始
まることになりました。
　北欧デザイン硏究会は、その企画・運営をす
る為に出来た学生有志による会（顧問：小泉隆）
ですが、毎年の北欧展以外にも、北欧の建築や
デザインに関する研究会などを行っています。
　北欧展は 2011 年より、福岡を中心に、東京、
栃木、鹿児島、京都などで開催してきましたが、
これまでに総計約 700 万円の義援金を日本赤十
字社を通して、東北地方また熊本地震や北部九
州豪雨被災地などに送ってきています。

［2019年度の活動］

（１）「北欧の灯り展」の会場デザイン
　小泉隆研究室と日本フィンランドデザイン協
会共催による「北欧の灯り展　～照明デザイン
から見る灯りの文化～」を次の２会場で行いま
した。
・2019/7/4―7/31　新宿リビングセンターオゾン
・2019/9/7―11/3　長野県小海町高原美術館

　北欧デザイン研究会メンバーは、会場の展示
計画及び会場設営を行いました。

（２）北欧展 2019 第１弾   2019/11/2～4
九州産業大学「北欧チャリティCafe」
　本学の学園祭期間中、北欧の風景・建築写真
の展示・販売を行うほか、フィンランドのクリ
スマスの飲み物グルッギやコーヒーなどを販売
しました。

（３）北欧展 2019第２弾    2020/1/25 ～ 3/15
ロバーツコーヒー「チャリティトークイベント」　
「フィンランドデザインの幸せ」をテーマにし

たトークイベントを、フィンランドを代表する
コーヒーメーカーの日本第一号店ロバーツコー
ヒー福岡大名店にて、福岡スオミ・フィンラン
ド協会（2018 年設立）との共催で開催しました。
　各回のテーマと講師は以下の通りです。司会
進行及びリーフレット作成は、北欧デザイン研
究会のメンバーが行いました。
・01/25「フィンランドの豊か さ：子育て・教育・

働き方」坂根シルック（九州ルーテル学院大学）
・02/08 　「森の楽器　カンテレ」大西智子

（カンテレ奏者）
・02/15「フィンランドのガラスデザインについて」　

小西亜希子（エブリーディレクションズ代表）　
なお、次の２イベントは延期になった。
・02/23 　「子どもと旅する北欧フィンランド」

）ーターレトスライ（ エシナ
・03/15「深堀り「サウナ学」～フィンランドと

世界の公衆浴場事情～」こばやしあやな
（フィンランド在住、サウナ文化研究家）

記：小泉 隆　

▲北欧展 2019　第一弾＆第二弾リーフ ▲北欧の灯り展、小海町高原美術館、設営風景と記念撮影
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